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は
じ
め
に

　

鳥
取
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
三
徳
山
三
佛
寺）

1
（

（
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝
町
）
は
、
国
宝
・
投
入
堂
と
い
う
希
有
な
建
物
を
は
じ
め

多
数
の
文
化
財
を
所
有
し
て
い
る
山
岳
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
縁
起
は
古
く
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
に
役
行
者
が
、
麓
よ
り
建
物
を
放
り
投
げ

た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る）

2
（

。
ま
さ
に
岩
窟
に
食
い
込
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
投
入
堂
で
あ
る
。
こ
の
時
、
子
守
、
勝
手
、
蔵
王
の
三

所
権
現
を
安
置
し
た
こ
と
を
三
徳
山
の
開
基
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
諸
堂
宇
に
は
、
釈
迦
、
弥
陀
、

大
日
の
三
尊
が
安
置
さ
れ
て
浄
土
院
三
徳
山
三
佛
寺
を
称
し
て
い
た）

3
（

。
ま
た
、
役
行
者
の
縁
起
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
古
来
よ
り
修
験
の
場

と
し
て
も
栄
え
た
。
今
も
な
お
、
投
入
堂
へ
辿
り
着
く
ま
で
は
厳
し
い
道
の
り
で
あ
り
、
そ
の
途
中
に
文
殊
堂
、
地
蔵
堂
、
納
経
堂
な
ど
の

堂
舎
が
点
在
し
て
い
る
。
ま
さ
に
修
験
寺
院
と
し
て
厳
し
い
環
境
で
の
宗
教
的
営
み
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
佛
寺
が
現
在
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
堂
舎
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
三
佛
寺
所
蔵
の
古
文
書
・
古
記

録
な
ど
の
史
料
が
ほ
と
ん
ど
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
近
年
、
三
佛
寺
所
蔵
の
史
料
整
理
が
奈
良
文

化
財
研
究
所
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
所
蔵
史
料
の
内
容
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
三
佛
寺
所
蔵
の
史
料
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
江
戸
時
代
の
古
文
書
・
古
記
録
で
あ
り
、
現
在
六
箱
の
木
箱
に
収
納
し
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
箱
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一

函
か
ら
第
六
函
の
函
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
一
函
と
第
二
函
に
は
冊
子
の
文
書
記
録
が
収
め
ら
れ
、
第
三
函
以
下
に
は
一
通
も

の
の
文
書
が
紙
袋
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
り
、
束
ね
ら
れ
た
り
し
た
状
態
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
函
以
下
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
現

在
な
お
整
理
調
査
中
で
あ
る
た
め
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
第
一
函
と
第
二
函
の
冊
子
の
文
書
記
録
に
つ
い
て
は
、

整
理
が
進
み
写
真
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
よ
り
現
在
目
録
が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
調
査
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
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三
佛
寺
文
書
第
二
函
に
は
、
七
九
点
の
冊
子
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
号
か
ら
三
〇
号
ま
で
の
目
録
が
〔
表
1
〕
で
あ
る
（
表

は
末
尾
に
ま
と
め
て
収
録
し
た
）。
そ
の
目
録
を
み
る
と
三
〇
冊
の
冊
子
は
、
江
戸
時
代
の
三
徳
山
三
佛
寺
の
所
領
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
門

前
村
、
俵た
わ
ら原

村
、
井
土
村
の
三
ヶ
村
に
関
す
る
地
詰
帳）

4
（

、
開
改
帳）

（
（

な
ど
所
領
関
係
帳
簿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
三
佛

寺
の
所
領
を
検
討
す
る
う
え
で
基
本
的
な
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
地
詰
帳
お
よ
び
開
改
帳
を
釈
読
し
、
内
容
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
は
三
徳
山
三
佛
寺
の
所
領
規
模
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
所
領
が
ど
の
よ
う
に
所
在
し
て
い

た
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
な
ど
、
三
佛
寺
が
現
在
の
堂
舎
を
維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
所
領
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
三
一
号
以
下
は
、
ほ
と
ん
ど
が
勘
定
目
録
帳
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る
所
領
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
史
料
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
壬
生
家
文
書）

6
（

を
分
析
し
た
小
坂
博
之
氏
の
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
伯
耆
国
美
徳
山
領）

（
（

」、「
伯
耆
美
徳
山
領
の
存
在
形
態）

（
（

」
の

研
究
が
知
ら
れ
て
い
る
。
壬
生
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
釈
文
の
検
討
を
「
壬
生
家
文
書
の
三
徳
山
三
佛
寺
関
係
文
書
に
つ
い
て）

（
（

」

で
お
こ
な
っ
た
。

　

さ
て
、
先
の
地
詰
帳
・
開
改
帳
を
三
佛
寺
の
所
領
（
門
前
村
・
俵
原
村
・
井
土
村
）
の
年
代
順
、
村
別
に
目
録
化
し
た
も
の
が
〔
表
2
〕

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
最
も
年
紀
の
古
い
帳
面
が
井
土
村
の
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
の
「
地
詰
帳
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）

に
は
門
前
村
と
俵
原
村
の
「
地
詰
帳
」
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
お
よ
び
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
は
先

の
三
ヶ
村
で
「
地
詰
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
地
詰
帳
」
記
載
の
土
地
の
広
さ
が
、
各
村
に
お
け
る
三
佛
寺
の

所
領
の
基
本
で
あ
り
、
井
土
村
の
六
町
三
反
三
畝
二
五
歩
半
、
門
前
村
の
一
町
一
反
四
畝
一
九
歩
半
、
俵
原
村
の
一
町
三
反
一
畝
一
〇
歩
の

田
畠
地
を
合
わ
せ
て
、
田
積
は
八
町
七
反
九
畝
二
五
歩
と
な
る
。

　

次
に
、
各
村
で
必
ず
確
認
で
き
る
も
の
が
「
開
改
帳
」、「
新
開
改
帳）

（（
（

」
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
帳
面
は
、
検
地
も
し
く
は
地
詰
な
ど
を

三徳山三佛寺の開改帳（一）6（



実
施
し
た
後
、
新
た
に
土
地
の
拡
大
や
開
墾
を
お
こ
な
っ
た
土
地
を
対
象
に
改
め
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
帳
面
は
、〔
表
2
〕
よ
り
一
七
点
と
確
認
で
き
、
所
領
関
係
帳
簿
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
門
前
村
で
は

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
開
改
帳
を
は
じ
め
と
し
一
四
点
も
の
帳
面
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
井
土
村
で
は
「
新
開
改
帳
」

は
一
冊
の
み
で
、「
永
荒
改
帳
」・「
日
焼
田
帳
」
や
「
流
場
所
改
帳
」
と
い
っ
た
帳
面
が
確
認
で
き
る
。「
永
荒
改
帳
」
は
長
期
間
荒
れ
地
に

な
っ
て
い
た
田
地
で
再
度
、
耕
作
地
と
し
て
利
用
可
能
と
な
っ
た
土
地
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
日
焼
田
帳
」
は
日
照
り
に

よ
っ
て
耕
作
が
不
可
能
と
な
っ
た
土
地
を
記
し
、「
流
場
所
改
帳
」
は
洪
水
ま
た
は
何
ら
か
の
水
害
に
よ
っ
て
耕
作
不
可
能
と
な
っ
た
土
地

を
書
き
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
み
る
限
り
、
井
土
村
で
は
開
墾
と
は
正
反
対
の
性
格
を
有
す
る
帳
面
が
多
く
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
佛
寺
の
経
済
基
盤
を
担
っ
て
い
た
所
領
関
連
の
記
録
に
は
、
江
戸
時
代
三
佛
寺
領
で
あ
っ
た
門
前
村
、
俵
原
村
、
井
土
村

の
地
詰
帳
お
よ
び
開
改
帳
が
現
存
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
「
地
詰
帳
」「
開
改
帳
」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
三
徳
山
三
佛
寺
の
所
領
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
く
に
門
前
村
の
開
改
帳
は
、
三
佛
寺
の
所
領
が
開
墾
に
よ
っ
て

次
第
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
読
み
と
れ
、
経
済
基
盤
の
確
立
を
如
実
に
物
語
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
門
前
村
の
地
詰

帳
・
開
改
帳
の
内
容
分
析
か
ら
、
そ
の
拡
大
の
跡
づ
け
を
主
眼
と
し
、
そ
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
同
一
年
紀
で
複
数
冊
あ
る
開
改
帳
の
各

冊
子
の
性
格
付
け
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
三
佛
寺
所
領
全
体
を
考
え
る
な
ら
ば
井
土
村
に
み
ら
れ
る
川
流
な
ど
に
よ
る
田
積
減

少
の
様
相
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
は
所
領
の
拡
大
を
顕
著
に
示
す
門
前
村
の
分
析
に
と
ど
め
、
そ

れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
開
改
帳
に
つ
い
て
は
、
門
前
村
分
に
お
い
て
表
の
と
お
り
作
成
年
紀
が
重
複
し
て
い
る
も
の
が
九
点
（
元
禄
一
四
年

〈
四
号
・
五＊

号
〉、
正
徳
五
年
〈
六
号
・
七＊

号
〉、
延
享
四
年
〈
九
号
・
一＊

〇
号
・
一＊

二
号
〉、
寛
政
六
年
〈
一
四
号
・
一＊

五
号
〉）
あ
る
〔
表

2
〕。
そ
し
て
重
複
し
て
い
る
帳
面
に
は
、
清
書
し
た
基
本
台
帳
と
み
な
せ
る
帳
面
と
共
に
、
必
ず
一
冊
記
載
事
項
に
修
正
・
追
記
の
付
箋
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や
貼
紙
が
数
多
く
貼
ら
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
（
＊
表
記
は
付
箋
・
貼
紙
が
あ
る
も
の
を
示
す
）。
こ
の
付
箋
や
貼
紙
は
、
各
土
地
の
品
位
、

田
積
（
面
積
）、
名
請
人
な
ど
の
変
化
を
物
語
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
帳
面
の
性
格
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
田

畠
の
様
相
の
変
遷
を
詳
細
に
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
現
状
で
は
、
付
箋
や
貼
紙
の
多
く
は
糊
離
れ
し
て
お
り
、
釈
読
作
業
の
前
に
そ
れ
ら
の
元
位
置
の
確
認
と
判
読
を
お
こ
な
っ
た
。

そ
の
作
業
を
ふ
ま
え
た
う
え
、
本
稿
で
は
同
一
年
紀
で
複
数
冊
あ
る
開
改
帳
を
年
代
の
古
い
も
の
か
ら
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、

帳
面
に
付
さ
れ
た
付
箋
お
よ
び
貼
紙
の
意
味
や
同
一
年
紀
で
重
複
す
る
帳
面
が
作
成
さ
れ
る
理
由
を
考
え
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、
地
詰
帳

や
開
改
帳
の
内
容
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
表
を
多
数
作
成
し
記
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
、
元

禄
一
四
年
の
開
改
帳
二
冊
、
正
徳
五
年
の
新
開
改
帳
二
冊
の
分
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
を
収
録
し
、
延
享
四
年
の
新
開
改
帳
以
下
に
つ
い

て
は
、
次
号
に
収
録
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
扱
う
付
箋
お
よ
び
貼
紙
の
分
別
基
準
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
付
さ
れ
て
い
る
紙
の
大
き
さ
と
糊
付
け
状
態
で
判
断
を

お
こ
な
い
、
全
体
的
に
小
さ
い
紙
は
部
分
貼
り
（
一
部
分
の
み
貼
付
け
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
付
箋
と
し
、
一
方
大
き
い
紙
は
べ
た
貼
り
（
全

体
が
貼
り
付
け
）
で
あ
っ
た
の
で
貼
紙
と
し
た
。

一
　
延
宝
五
年
の
三
徳
門
前
地
詰
帳
（
二
号
）

　

重
複
す
る
開
改
帳
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
門
前
村
に
お
け
る
基
本
台
帳
で
あ
る
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
三
徳
門
前
地
詰
帳
の
記

載
内
容
を
整
理
す
る
。

　

二
号
の
門
前
地
詰
帳
は
、
表
紙
に
「
延
宝
五
年　

河
村
郡
三
徳
門
前
地
詰
帳　

巳
ノ
九
月
吉
日
」
と
あ
り
、
表
紙
見
返
に
は
「
年
行
事
判

　

本
帳
村
方
に
有
」
と
み
え
る
。
本
文
の
記
載
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
書
出
部
分
の
一
丁
目
表
を
取
り
あ
げ
た
。
な
お
、
下
辺
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の
田
畠
ご
と
の
通
し
番
号
は
、
分
析
の
参
考
の
た
め
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

合
谷
古
屋
敷

（
通
し
番
号
）

一
、
中
田

拾
弐
間

壱
畝

弥
右
衛
門

一
番

弐
間
半

同一
、
中
田

弐
拾
弐
間

四
畝
拾
弐
歩

同
人

二
番

六
間

同
む
か
い

一
、
下
田

拾
間

拾
歩

同
人

三
番

壱
間

同一
、
下
田

拾
弐
間

廿
四
歩

同
人

四
番

弐
間

同一
、
下
田

弐
拾
間

壱
畝

同
人

五
番

壱
間
半

6（



　

こ
の
内
容
を
記
載
の
項
目
に
し
た
が
い
表
と
し
た
も
の
が
〔
表
3
〕
で
あ
る
。
そ
の
表
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
表
の
項
目
は
史
料
の

記
載
内
容
に
沿
っ
て
、
土
地
の
所
在
地
を
示
す
字
名
、
品
位
、
田
積
（
縦
×
横
の
長
さ
）、
名
請
人
名
の
順
番
で
設
け
た
。
そ
れ
以
外
の
項

目
は
、
本
稿
で
分
析
を
お
こ
な
う
に
あ
た
り
設
け
た
項
目
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
左
端
欄
の
数
字
は
、
門
前
村
の
土
地
に
関
す
る
地
詰
帳
一
冊

（
二
号
）、
開
改
帳
七
冊
（
四
・
五
・
一
三
・
一
四
・
一
六
・
一
八
・
二
〇
号
）、
新
開
改
帳
七
冊
（
六
・
七
・
八
・
九
・
一
〇
・
一
二
・
一

五
号
）
の
合
計
一
五
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
土
地
に
対
し
て
、
冊
子
記
載
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
一
筆
ご
と
に
付
し
た
通
し
番
号

で
あ
り
、
全
部
で
六
二
九
番
ま
で
あ
っ
た
。
以
下
の
記
述
や
史
料
引
用
に
お
い
て
、
漢
数
字
で
何
番
と
表
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
通
し
番
号

で
あ
る
。
ま
た
右
端
欄
の
帳
面
別
番
号
は
、
各
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
土
地
に
対
し
て
、
そ
の
帳
面
の
記
載
順
番
に
沿
っ
て
一
筆
ご
と
に
通

し
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
帳
面
に
は
石
高
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、
付
箋
ま
た
は
貼
紙
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
場
合
に
は
、
各
表
に
石
高
や
付
箋
番
号
の
項
目
を
設
け
た
。
さ
ら
に
、
史
料
の
記
載
項
目
に
沿
っ
て
作
成
し
た
〔
表
3
〕
の
数
値
を
田

地
の
品
位
、
田
畠
別
に
ま
と
め
た
〔
表
4
〕
〜
〔
表
（
〕
を
作
成
し
た
。

　

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
作
成
し
た
表
に
は
、
史
料
の
記
載
項
目
に
し
た
が
い
作
成
し
た
表
〔
表
3
〕
と
、
そ
れ
ら
に
記
し
て
あ
る
数
値
を

項
目
ご
と
に
ま
と
め
た
表
〔
表
4
〕
〜
〔
表
（
〕
の
二
種
類
の
表
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
分
析
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
以
下
、

内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
文
末
の
表
お
よ
び
地
籍
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

地
詰
帳
に
記
載
の
田
畠
地
は
、
一
番
か
ら
一
〇
七
番
ま
で
あ
り
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田

積
（
縦
×
横
の
長
さ
）、
④
名
請
人
名
の
順
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
地
詰
帳
で
は
、
田
地
と
畠
地
に
分
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
田
地

に
関
し
て
は
中
田
、
下
田
、
下
々
田
と
い
っ
た
土
地
の
品
位
の
記
載
が
み
ら
れ
た
。
な
お
田
地
の
記
さ
れ
て
い
る
順
番
は
、
所
在
地
を
示
す

字
名
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
表
3
〕。
さ
ら
に
、
こ
の
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
字
名
を
門
前
村
地
籍
図
（
九
四
頁
）

で
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
以
下
、
字
名
の
下
に
参
考
と
し
て
地
籍
図
番
号
を
付
し
た
。
そ
の
地
籍
図
か
ら
確
認
で
き
る
字
名
は
、
一
番
〜
一
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五
番
「
合
谷
（
地
籍
図
（（
番
・
60
番）

（（
（

）」、
一
九
番
「
古
屋
敷
（
地
籍
図
12
番
）」、
二
一
番
〜
二
四
番
「
赤
坂
（
地
籍
図
13
番
）」、
四
〇
番
〜

四
六
番
「
さ
ゝ
わ
ら
／
笹
原
（
地
籍
図
21
番
）」、
四
七
番
〜
五
〇
番
「
う
ぐ
い
す
谷
／
鴬
谷
（
地
籍
図
24
番
）」、
五
二
番
〜
五
五
番
、
六
八

番
・
六
九
番
「
み
や
う
け
ん
／
妙
見
（
地
籍
図
30
番
）」、
七
〇
番
〜
七
二
番
「
本
田
（
地
籍
図
2（
番
）」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
地
詰
帳
に

記
載
の
田
畠
地
の
総
田
積
は
、
一
町
一
反
四
畝
一
九
歩
半
で
あ
り
、
石
高
は
一
二
石
八
斗
八
升
二
合
で
あ
る
。
石
高
に
関
し
て
は
、
一
筆
ご

と
の
土
地
に
対
し
て
記
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
帳
面
に
総
計
の
記
載
が
み
ら
れ
た
〔
表
4
〕。

　

以
下
、
田
地
の
品
位
別
（
中
田
、
下
田
、
下
々
田
）
の
順
番
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
状
況
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
中
田
の
土
地
数
は
、
一
七
筆
（
一
・
二
・
九
・
一
〇
・
一
一
・
一
二
・
一
三
・
一
四
・
三
三
・
三
四
・
三
五
・
三
六
・
四
一
・
四

五
・
四
六
・
五
三
・
六
五
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
の
字
名
数
は
六
ヶ
所
で
あ
る
。
中
田
に
み
ら
れ
る
字
名
を
地
籍
図
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
一
番
・
二
番
・
九
番
〜
一
四
番
「
合
谷
（
地
籍
図
（（
番
・
60
番
）」、
四
一
番
・
四
五
番
・
四
六
番
「
さ
ゝ
わ
ら
／
笹
原
（
地
籍
図
21

番
）」、
五
三
番
「
み
や
う
け
ん
／
妙
見
（
地
籍
図
30
番
）」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
積
は
二
反
九
畝
二
八
歩
半
、
石
高
は
四
石
四
斗
九
升
三

合
で
あ
る
〔
表
（
〕。
名
請
人
は
「
市
左
衛
門
」、「
市
郎
兵
衛
」、「
助
右
衛
門
」、「
惣
左
衛
門
」、「
平
右
衛
門
」、「
弥
右
衛
門
」、「
理
兵

衛
」
の
七
名
で
あ
る
と
わ
か
る
〔
表
10
〕。
こ
の
う
ち
、「
平
右
衛
門
」
は
九
畝
一
三
歩
と
最
大
田
積
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
彼
の
所
有
し
て

い
る
田
地
の
所
在
地
は
す
べ
て
「
家
廻
り
」
で
あ
る
。
こ
の
「
平
右
衛
門
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。
ま
た
、
中
田
の
所
有
者
で
畠
地

（
屋
敷
地
）
を
所
有
し
て
い
な
い
「
市
左
衛
門
」、「
理
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、
門
前
村
外
居
住
の
上
層
農
民
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
下
田
の
土
地
数
は
、
二
六
筆
（
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
一
五
・
二
一
・
二
二
・
二
三
・
二
六
・
二
七
・
二
八
・
二
九
・
三

〇
・
三
一
・
三
二
・
三
七
・
三
八
・
四
二
・
四
三
・
四
四
・
四
九
・
五
〇
・
五
二
・
五
五
・
七
一
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
の
字
名
数

は
一
三
ヶ
所
で
あ
る
。
地
籍
図
に
み
ら
れ
る
下
田
の
字
名
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
三
番
〜
七
番
・
一
五
番
「
合
谷
（
地
籍
図
（（
番
・

60
番
）」、
二
一
番
〜
二
三
番
「
赤
坂
（
地
籍
図
13
番
）」、
三
二
番
「
み
つ
ぼ
う
／
密
坊
（
地
籍
図
（0
番
）」、
四
二
番
〜
四
四
番
「
さ
ゝ
わ
ら

（0



／
笹
原
（
地
籍
図
21
番
）」、
四
九
番
・
五
〇
番
「
う
ぐ
い
す
谷
／
鴬
谷
（
地
籍
図
24
番
）」
五
二
番
・
五
五
番
「
み
や
う
け
ん
／
妙
見
（
地

籍
図
30
番
）」、
七
一
番
「
本
田
（
地
籍
図
2（
番
）」
こ
の
う
ち
、「
赤
坂
」、「
鴬
谷
」、「
密
坊
」、「
本
田
」
の
四
ヶ
所
が
新
た
に
み
ら
れ
る
字

名
で
あ
る
。
そ
し
て
、
田
積
は
二
反
九
畝
二
一
歩
半
、
石
高
は
三
石
八
斗
六
升
三
合
で
あ
っ
た
〔
表
6
〕。
名
請
人
は
九
名
で
あ
り
、
中
田

の
名
請
人
七
名
と
比
較
す
る
と
「
一
郎
兵
衛
」
と
「
善
右
衛
門
」
の
二
名
が
新
た
な
名
請
人
と
い
え
る
〔
表
10
〕。

　

最
後
の
下
々
田
の
土
地
数
は
、
四
五
筆
（
八
・
一
六
・
一
七
・
一
八
・
一
九
・
二
〇
・
二
四
・
二
五
・
三
九
・
四
〇
・
四
七
・
四
八
・

五
一
・
五
四
・
五
六
・
五
七
・
五
八
・
五
九
・
六
〇
・
六
一
・
六
二
・
六
三
・
六
四
・
六
六
・
六
七
・
六
八
・
六
九
・
七
〇
・
七
二
・

七
三
・
七
四
・
七
五
・
七
六
・
七
七
・
七
八
・
七
九
・
八
〇
・
八
一
・
八
二
・
八
三
・
八
四
・
八
五
・
八
六
・
八
七
・
八
八
番
）
で
あ
り
、

所
在
地
の
字
名
数
は
二
〇
ヶ
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
地
籍
図
で
確
認
で
き
た
字
名
は
、
八
番
「
合
谷
（
地
籍
図
（（
番
・
60
番
）」、
一
六
番

〜
一
八
番
「
吉
原
古
屋
敷
（
地
籍
図
20
番
）」、
一
九
番
「
古
屋
敷
（
地
籍
図
12
番
）」、
二
〇
番
「
だ
ん
原
／
段
原
（
地
籍
図
（
〜
11

番）
（（
（

）」、
二
四
番
「
赤
坂
（
地
籍
図
13
番
）」、
四
〇
番
「
さ
ゝ
わ
ら
／
笹
原
（
地
籍
図
21
番
）」、
四
七
番
・
四
八
番
「
う
ぐ
い
す
谷
／
鴬
谷

（
地
籍
図
24
番
）」、
五
四
番
・
六
八
番
・
六
九
番
「
み
や
う
け
ん
／
ミ
や
う
け
ん
／
妙
見
（
地
籍
図
30
番
）」、
七
〇
番
・
七
二
番
「
本
田

（
地
籍
図
2（
番
）」、
八
八
番
「
木
地
屋
敷
（
地
籍
図
6
番
）」
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
「
吉
原
木
地
屋
敷
」「
古
屋
敷
」、「
段
原
」、「
木
地
屋

敷
」
の
四
ヶ
所
が
新
た
に
み
ら
れ
た
字
名
で
あ
る
。
田
積
は
三
反
五
畝
一
四
歩
半
、
石
高
は
三
石
九
斗
三
合
で
あ
っ
た
〔
表
（
〕。
名
請
人

は
一
二
名
で
あ
り
、
中
田
、
下
田
で
み
ら
れ
た
名
請
人
と
比
較
す
る
と
「
加
右
衛
門
」、「
加
兵
衛
」、「
勘
右
衛
門
」、「
吉
兵
衛
」、「
仁
右
衛

門
」、「
長
左
衛
門
」
の
六
名
が
新
た
な
名
請
人
と
し
て
み
ら
れ
る
〔
表
10
〕。

　

田
地
に
お
い
て
は
、
土
地
数
が
八
八
筆
（
一
番
〜
八
八
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
の
字
名
数
は
三
九
ヶ
所
で
あ
る
。
田
積
の
総
合
計
は
九
反

五
畝
四
歩
半
、
石
高
は
一
二
石
二
斗
五
升
九
合
で
あ
っ
た
〔
表
（
〕。
そ
の
う
ち
下
々
田
の
田
積
が
三
反
五
畝
一
四
歩
半
と
最
大
で
あ
る
が
、

石
高
は
三
石
九
斗
三
合
と
最
少
で
あ
っ
た
。
一
方
、
中
田
は
土
地
数
が
六
ヶ
所
と
少
な
く
田
積
が
二
反
九
畝
二
八
歩
半
と
最
少
の
総
田
積
で
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あ
る
も
の
の
、
石
高
は
四
石
四
斗
九
升
三
合
と
最
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
田
の
年
貢
率
が
一
反
に
付
き
一
石
五
斗
で
あ
り
、
下
田
の
一

石
三
斗
や
下
々
田
の
一
石
一
斗
と
比
べ
て
も
高
い
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
地
籍
図
よ
り
確
認
で
き
た
字
名
は
、
中
田
、
下

田
、
下
々
田
と
品
位
が
下
位
に
な
る
ほ
ど
、
三
佛
寺
の
所
在
す
る
「
美
徳
（
地
籍
図
4（
番
）」
か
ら
み
て
東
側
に
分
布
し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
田
地
に
お
け
る
名
請
人
は
「
市
左
衛
門
」、「
市
郎
兵
衛
」、「
助
右
衛
門
」、「
惣
左
衛
門
」、「
平
右
衛
門
」、「
弥
右
衛
門
」、「
理
兵

衛
」、「
一
郎
兵
衛
」、「
善
右
衛
門
」、「
加
右
衛
門
」、「
加
兵
衛
」、「
勘
右
衛
門
」、「
吉
兵
衛
」、「
仁
右
衛
門
」、「
長
左
衛
門
」
の
一
五
名
で

あ
っ
た
〔
表
10
〕。

　

以
上
、
田
地
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
畠
地
を
み
て
い
き
た
い
。
土
地
数
は
一
九
筆
（
八
九
番
〜
一
〇
七
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
の
字

名
は
畠
地
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
土
地
が
「
屋
敷
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
畠
地
扱
い
と
な
っ
て
い
て
も
、
実
体
は
宅
地
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
畠
積
は
一
反
九
畝
一
五
歩
、
石
高
は
七
斗
八
升
で
あ
っ
た
〔
表
（
〕。
名
請
人
は
一
九
名
で
あ
り
「
喜
兵
衛
」、

「
久
三
郎
」、「
五
兵
衛
」、「
三
右
衛
門
」、「
多
兵
衛
」、「
忠
三
郎
」、「
八
郎
兵
衛
」、「
与
三
右
衛
門
」、「
利
兵
衛
」
の
九
名
が
畠
地
に
お
い

て
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
九
名
は
畠
地
を
所
有
し
て
い
て
も
門
前
村
内
の
田
地
は
所
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
九
名
を
除
い
た
残
り

の
一
〇
名
は
、
田
地
に
お
い
て
も
名
前
が
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
「
市
郎
兵
衛
」、「
助
右
衛
門
」、「
惣
左
衛
門
」、「
平
右
衛
門
」、「
弥
右
衛

門
」
の
五
名
は
中
田
の
所
有
者
で
あ
り
、
門
前
村
に
お
い
て
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
表
10
〕。

　

と
こ
ろ
で
「
平
右
衛
門
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
こ
こ
で
再
度
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
平
右
衛
門
は
、
中
田
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
田
地
に

お
い
て
最
大
の
土
地
を
有
す
る
名
請
人
で
あ
る
。
そ
の
所
有
す
る
総
田
積
は
三
反
二
畝
二
七
歩
半
で
あ
り
、
田
地
お
よ
び
畠
地
の
両
方
を
所

有
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
の
帳
面
で
は
「
津
村　

平
右
衛
門
」
や
「
平
右
衛
門
預
り
」
と
の
記
載
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
平
右
衛

門
は
、
名
請
人
の
中
で
も
上
位
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
庄
屋
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
地
位

の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
平
右
衛
門
を
含
め
た
先
に
あ
げ
た
五
名
は
、
田
地
の
中
で
も
中
田
と
い
う
恵
ま
れ
た
土
地
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と
畠
地
の
両
方
を
所
有
し
て
お
り
、
名
請
人
の
中
で
も
上
位
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
品
位
は
関
係
な
く
田
地
お
よ
び
畠

地
を
所
有
し
て
い
る
一
〇
名
、
そ
し
て
畠
地
の
み
を
所
有
す
る
九
名
が
存
在
し
て
い
る
と
わ
か
る
〔
表
10
〕。
こ
の
畠
地
の
み
を
所
有
す
る

者
は
、
門
前
村
内
に
宅
地
が
あ
り
他
地
に
田
地
を
所
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
逆
で
門
前
村
内
に
田
地
を
有
す
る

も
の
の
、
畠
地
は
有
さ
ず
他
地
に
宅
地
を
所
有
し
て
い
る
者
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
う
ち
畠
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
「
喜
兵
衛
（
喜
兵
へ
）」
は
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
は
田
地
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
喜
兵
衛
が
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
時
点
で
は
門
前
村
の
畠
地
の
み
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
同
村
の
田
地
を
所
有
で
き
た
結

果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
帳
面
の
末
尾
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

延
宝
五
年

久
原
村
大
庄
や

吉
右
衛
門　
　

判

巳
ノ
九
月
日

片
柴
村
中
庄
や

三
郎
右
衛
門　

判

布
川
村
宗
旨
庄
や

善
右
衛
門　
　

判

坂
本
村
組
頭
庄
や

善
兵
衛

高
橋
村
庄
や

五
兵
衛

三徳山三佛寺の開改帳（一）（3



　

こ
の
署
名
よ
り
、
同
じ
河
村
郡
内
の
村
庄
屋
が
地
詰
帳
作
成
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
、
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
の
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
田
地
は
一
筆
ご
と
に
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
（
縦
×
横
の
長
さ
）、
④
名
請
人
名
の
順
で
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
田
地
と
畠
地
に
分
け
て
記
さ
れ
て
お
り
、
田
地
は
中
田
、
下
田
、
下
々
田
と
い
っ
た
土
地
の
品
位
で
の
記
載
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
土

地
は
、
所
在
地
を
示
す
字
名
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
字
名
は
、
品
位
が
下
が
る
ほ
ど
三
佛
寺
の
所
在
す
る
「
美
徳
（
地
籍
図
4（

番
）」
か
ら
み
て
東
側
に
多
く
位
置
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

次
に
、
畠
地
は
全
て
の
土
地
が
屋
敷
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
畠
地
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
実
体
は
宅
地
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
田
畠
地
の
名
請
人
名
か
ら
①
中
田
と
畠
地
の
両
方
を
所
有
す
る
者
。
②
品
位
は
関
係
な
く
田
地
お
よ
び
畠
地
を
所

有
す
る
者
。
③
畠
地
の
み
所
有
す
る
者
。
④
田
地
の
み
所
有
す
る
者
。
と
い
っ
た
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
こ
の
う
ち
①
に
属
す
る
人
物
は
、

門
前
村
内
に
お
い
て
地
位
が
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
③
の
該
当
者
は
門
前
村
に
宅
地
を
所
有
す
る
も
の
の
、
田
地
は
他
地
に
有
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
④
は
逆
に
村
外
に
居
住
し
て
い
な
が
ら
、
門
前
村
内
に
耕
作
地
を
所
有
し
て
お
り
、
門
前
村
と
そ
の
周

辺
の
村
々
と
の
従
来
の
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
本
帳
の
末
尾
部
分
の
署
名
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
地
詰
帳
を
作
成

し
た
際
に
門
前
村
以
外
の
他
村
の
人
間
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

以
上
、
門
前
村
の
基
本
台
帳
で
あ
る
延
宝
五
年
の
地
詰
帳
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
作
成
年
紀
の
重
複
し
て
い
る

開
改
帳
に
つ
い
て
詳
細
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳

　

元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
開
改
帳
は
、
河
村
郡
三
徳
門
前
開
改
帳
（
四
号
）、
河
村
郡
三
徳
門
前
村
開
改
帳
（
五
号
）
の
二
冊
が
あ

（4



る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
分
析
す
る
。

（
1
）
河
村
郡
三
徳
門
前
開
改
帳　
（
四
号
）

　

ま
ず
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
を
み
て
い
き
た
い
。
四
号
の
門
前
開
改
帳
は
、
表
紙
に
「
元
禄
十
四
年
河
村
郡
三
徳
門
前
開
改
帳　

巳
ノ

六
月
日
」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
様
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
最
初
の
一
丁
目
表
部
分
を
取
り
あ
げ
た
。

梅
木
之
段

（
通
し
番
号
）

一
、
下
々
田

弐
畝

長
右
衛
門

一
〇
八
番

や
し
き
の
内

一
、
下
々
田

十
五
歩

同
人

一
〇
九
番

道
ノ
下

一
、
下
々
田

六
歩

同
人

一
一
〇
番

道
ノ
下

一
、
下
々
田

三
歩

七
右
衛
門

一
一
一
番

道
ノ
下

一
、
下
々
田

三
歩

善
兵
衛

一
一
二
番

三徳山三佛寺の開改帳（一）（（



　
 

こ
の
全
体
の
記
載
内
容
を
表
に
し
た
も
の
が
〔
表
11
〕
で
あ
る
。
そ
の
土
地
数
は
三
一
筆
（
一
〇
八
番
〜
一
三
八
番
）
で
あ
り
、
所
在

地
の
字
名
数
が
一
八
ヶ
所
で
あ
っ
た
。
内
容
の
記
載
順
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
名

請
人
名
の
順
番
で
記
さ
れ
て
い
る
。
右
に
取
り
あ
げ
た
本
文
の
一
筆
目
（
一
〇
八
番
）
を
具
体
例
に
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
①
所
在
地
の
字
名
は
梅
木
之
段
、
②
品
位
は
下
々
田
、
③
田
積
は
弐
畝
、
④
名
請
人
は
長
右
衛
門
で
あ
る
と
わ
か
る
。
二
筆
目

（
一
〇
九
番
）
以
降
も
、
記
載
内
容
の
形
式
は
①
か
ら
④
の
順
番
に
記
し
て
あ
り
同
様
で
あ
る
〔
表
11
〕。
で
は
、
記
載
方
法
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
を
物
語
る
も
の
が
左
に
あ
げ
た
本
文
記
載
の
二
丁
目
裏
部
分
で
あ
る
。

蛇
谷

（
通
し
番
号
）

一
、
下
々
田

十
五
歩

左
兵
衛

一
二
三
番

尾
谷

一
、
下
々
田

六
歩

加
兵
衛

一
二
四
番

同
所

一
、
下
々
田

六
歩

仁
助

一
二
五
番

梅①

木
之
段

（
通
し
番
号
）

一
、
下②

々
田

弐③

畝

長④

右
衛
門

一
〇
八
番

（6



延
宝
七
未
年
十
月
日

梅
木
之
段

一
、
下
々
田

壱
畝

長
右
衛
門

一
二
六
番

　

こ
の
二
丁
目
裏
の
三
筆
目
（
一
二
五
番
）
と
四
筆
目
（
一
二
六
番
）
の
間
に
「
延
宝
七
未
年
十
月
日
」
と
い
う
日
付
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
日
付
は
「
延
宝
七
未
年
十
月
日
」
を
境
目
と
し
て
、
そ
れ
以
前
の
一
〇
八
番
か
ら
一
二
五
番
ま
で
の
一
八
筆
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七

九
）
の
土
地
調
査
に
よ
り
新
た
に
開
墾
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
「
延
宝
七
未
年
十
月

日
」
の
記
載
以
降
の
一
二
六
番
か
ら
一
三
八
番
ま
で
の
一
三
筆
は
、
元
禄
一
四
年
の
土
地
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
開
墾
が
確
認
さ
れ
、
登
録

の
お
こ
な
わ
れ
た
土
地
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
四
号
の
記
載
内
容
は
延
宝
七
年
と
元
禄
一
四
年
の
土
地
調
査
結
果
を
年
代
別
に
と
り

ま
と
め
て
記
載
し
て
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
記
載
さ
れ
て
い
る
所
在
地
の
字
名
は
、
地
籍
図
で
確
認
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
三
佛
寺
に
近

い
場
所
か
ら
遠
方
に
む
か
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
字
名
の
う
ち
延
宝
七
年
に
開
墾
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
一
〇
八
番
〜
一
二
五
番
の
字
名
に
は
、
三
佛
寺
（「
美
徳
」（
地
籍
図
4（
番
））
に
比
較
的
近
い
一
一
五
番

の
「
妙
見
（
地
籍
図
30
番
）」、
一
一
六
番
の
「
篠
原
（
地
籍
図
21
番）

（（
（

）」、
次
い
で
一
二
〇
番
の
「
蛇
谷
（
地
籍
図
（
番
）」、
一
二
一
番
の

「
清
水
（
地
籍
図
1（
番
）」
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
三
佛
寺
か
ら
み
て
東
端
に
あ
た
る
一
二
四
番
の
「
尾
谷
（
地
籍
図
3
番
）」

が
確
認
で
き
、
通
し
番
号
順
に
三
佛
寺
か
ら
見
て
東
側
へ
向
か
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
一
方
、
元
禄
一
四
年
の
一
二
六
番

〜
一
三
八
番
の
字
名
を
み
る
と
「
下
段
原
（
地
籍
図
11
番
）」、「
清
水
（
地
籍
図
1（
番
）」、「
蛇
谷
（
地
籍
図
（
番
）」、「
栃
木
坂
（
地
籍
図

（
番
）」、「
上
段
ノ
原
（
地
籍
図
（
番
）」
と
三
佛
寺
か
ら
み
て
ほ
ぼ
東
方
の
村
境
に
位
置
す
る
字
名
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、
三
佛
寺
か

三徳山三佛寺の開改帳（一）（（



ら
み
て
西
方
に
あ
た
る
一
三
七
番
・
一
三
八
番
の
「
馬
場
（
地
籍
図
6（
番
）」
が
み
え
る
。
こ
の
字
名
か
ら
み
る
と
、
田
地
の
記
載
順
は
三

佛
寺
を
起
点
と
し
て
、
ま
ず
三
佛
寺
か
ら
東
側
へ
向
か
っ
て
お
り
、
最
後
に
三
佛
寺
か
ら
み
て
西
端
の
土
地
の
字
名
が
記
し
て
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、〔
表
11
〕
の
項
目
ご
と
に
総
計
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
が
〔
表
12
〕
で
あ
る
。
そ
の
田
積
は
四
反
三
畝
一
九
歩
、
石
高
は
四
石
八

斗
で
あ
り
、
名
請
人
は
一
三
名
で
あ
っ
た
。〔
表
12
〕
の
石
高
と
物
成
の
項
目
は
、
四
号
の
門
前
村
開
改
帳
の
末
尾
に
帳
面
全
体
の
石
高
と

物
成
の
総
計
の
数
値
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
表
紙
見
返
部
分
に
は
「
年
行
事
（
黒
円
印
「
浄
土
／
院
」）」
と
年
行
事
の
捺
印
が
あ
り
、
裏
表
紙
部
分
に
も
「（
黒
円
印
「
浄
土
／

院
」）」
と
捺
印
の
確
認
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
裏
表
紙
見
返
部
分
に
「
村
方
別
帳
渡
置
」
と
の
記
載
も
み
ら
れ
、
こ
の
内
容
の
帳
面
が
複
数

冊
作
成
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
寺
側
、
村
方
側
な
ど
で
管
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
河
村
郡
三
徳
門
前
村
開
改
帳　
（
五
号
）

　

次
に
五
号
の
開
改
帳
を
み
て
い
き
た
い
。
五
号
の
門
前
村
開
改
帳
は
、
表
紙
に
は
「『
延（
朱
書
）

宝
五
年
よ
り
弐
十
五
年
成
』　

元
禄
十
四
年　

河
村
郡
三
徳
門
前
開
改
帳　

巳
ノ
六
月
日 

」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
書
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
先
の
四
号
同
様
、

最
初
の
一
丁
目
表
部
分
を
取
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
帳
面
に
は
多
く
の
付
箋
や
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。

梅
木
ノ
段

（
貼
紙
B
）

（
通
し
番
号
）

一
、
下
々
田

弐
畝

長
右
衛
門

壱　

合
谷

一
三
九
番

　

内　

壱
畝　

清
兵
衛 

（（



　
　
　

壱
畝　

中
□
寺

同
所

一
、
下
々
田

壱
畝

同
人

弐　

六
左
衛
門

一
四
〇
番

道
ノ
下

（
貼
紙
A
）

一
、
下
々
田

三
歩

次
兵
衛
ニ
入

七
右
衛
門

三　

定
右
衛
門

一
四
一
番

や
し
き
ノ
内

（
貼
紙
C
）

一
、
下
々
田

拾
五
歩

善
兵
衛
ニ
入

長
右
衛
門

四　

定
右
衛
門

一
四
二
番

　

こ
れ
ら
の
記
載
内
容
を
表
に
し
た
も
の
が
〔
表
13
〕
で
あ
る
。
そ
の
土
地
数
は
三
一
筆
（
一
三
九
番
〜
一
六
九
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
の

字
名
数
が
一
八
ヶ
所
で
あ
っ
た
。
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
の
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
の
順
番
で
記
さ
れ
て

い
る
の
は
、
四
号
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
記
載
形
式
は
、
五
号
内
に
お
い
て
共
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、〔
表
13
〕
の
項
目
ご
と
に
総
計
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
が
〔
表
14
〕
で
あ
る
。
そ
の
田
積
は
四
反
三
畝
一
九
歩
、
石
高
は
四
石
八
斗
で
あ
り
、
名
請
人
は
一
三
名
で
あ
っ
た
。
こ

れ
よ
り
、
五
号
の
記
載
内
容
は
同
年
代
に
作
成
さ
れ
た
四
号
と
同
じ
く
、
土
地
数
、
所
在
地
の
字
名
数
、
田
積
、
石
高
、
名
請
人
数
が
同
一

と
わ
か
る
。
で
は
、
土
地
の
記
載
方
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
記
載
内
容
が
同
一
で
あ
る
四
号
と
比
較
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、

土
地
の
記
載
順
は
異
な
っ
て
い
た
〔
表
1（
〕。
五
号
の
場
合
は
、
延
宝
七
年
と
元
禄
一
四
年
の
土
地
調
査
の
結
果
を
字
名
ご
と
に
ま
と
め
直

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
〔
表
14
〕。
そ
の
五
号
に
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
の
字
名
を
四
号
と
同
じ
よ
う
に
地
籍
図
で
確
認
を
お
こ

三徳山三佛寺の開改帳（一）（（



な
っ
た
と
こ
ろ
、
三
佛
寺
（「
美
徳
」（
地
籍
図
4（
番
））
に
比
較
的
近
い
一
四
七
番
の
「
妙
見
（
地
籍
図
30
番
）」、
一
四
八
番
の
「
篠
原

（
地
籍
図
21
番
）」
が
み
ら
れ
る
。
次
い
で
、「
下
段
原
（
地
籍
図
11
番
）」、「
清
水
（
地
籍
図
1（
番
）」、「
蛇
谷
（
地
籍
図
（
番
）」、「
栃
木
坂

（
地
籍
図
（
番
）」、「
上
段
ノ
原
（
地
籍
図
（
番
）」
と
み
え
三
佛
寺
か
ら
み
て
東
端
で
あ
る
一
六
六
番
・
一
六
七
番
の
「
尾
谷
（
地
籍
図
3

番
）」
が
あ
り
、
最
後
に
三
佛
寺
か
ら
み
て
西
端
に
あ
た
る
一
六
八
番
・
一
六
九
番
の
「
馬
場
（
地
籍
図
6（
番
）」
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、

ま
ず
三
佛
寺
を
起
点
と
し
て
東
側
へ
向
か
い
、
最
後
に
三
佛
寺
の
西
端
の
土
地
が
記
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
が
、
こ
の
傾
向
は
四
号
と
同
じ

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
五
号
の
帳
面
は
四
号
と
記
載
内
容
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
記
載
方
法
は
異
な
っ
て
お
り
、
五
号
の
場
合
は
、
延
宝
七
年
分

と
元
禄
一
四
年
分
を
土
地
の
所
在
地
を
示
す
字
名
ご
と
に
と
り
ま
と
め
直
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
初
に
あ
げ
た
本
文
の
一
丁
目
表
部
分
の
記
載
よ
り
五
号
に
は
多
く
の
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
貼
紙

は
、
ま
ず
（
貼
紙
B
）
の
ご
と
く
①
番
号
の
記
載
が
あ
る
も
の
。
次
に
（
貼
紙
A
・
C
）
の
ご
と
く
②
番
号
の
記
載
が
な
い
も
の
。
以
上
、

二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
貼
紙
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
①
の
貼
紙
に
は
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
番
号
は
通
し
番
号
で
一
か
ら
三
一
ま
で
の
順
番
で
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貼

紙
の
付
さ
れ
て
い
た
場
所
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
貼
紙
は
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
付
さ
れ
て
お

り
、
五
号
の
帳
面
別
番
号
と
同
一
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
表
1（
〕。
よ
っ
て
、
①
の
貼
紙
に
付
さ
れ
て
い
る
番
号
は
、
五
号
内
の
帳
面
に

記
さ
れ
て
い
る
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
応
し
て
付
さ
れ
た
番
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
貼
紙
が
い
つ
の
時
点
で
付
さ
れ
た

の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、（
貼
紙
B
）
の
ご
と
く
、
土
地
の
面
積
が
分
割
さ
れ
て
い
る
点
や
名
請
人
名
が
帳

面
の
記
載
内
容
と
異
な
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
あ
る
時
点
で
一
斉
に
土
地
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
際
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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次
に
、
②
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
貼
紙
に
は
「
寛
延
四
年
ニ
与
左
衛
門
ニ
入
」、「
天
明
四
年
二
月
日
下
々
田
拾
歩　

辰
と
し　

為
右
衛
門

入
」
と
い
っ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
貼
紙
に
は
、「
寛
延
四
年
」
や
「
天
明
四
年
二
月
日
」
と
い
う
年
号
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

年
号
が
、
寛
延
四
年
／
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
や
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
号
の
作
成
さ
れ
た
元
禄
一
四
年
以
降

に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
表
紙
部
分
に
朱
書
で
『
延
宝
五
年
よ
り
弐
十
五
年
成
』
と
あ
り
、
無
印
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
五
号
の
帳
面
は
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
よ
り
二
五
年
後
の
元
禄
一
四
年
に
作
成
さ
れ
た
帳
面
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
四
号
の
記
載
内
容
を
基
に
所
在
地
を
示
す

字
名
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
作
成
さ
れ
、
後
年
に
お
い
て
土
地
を
管
理
す
る
に
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
小
結

　

元
禄
一
四
年
の
帳
面
で
あ
る
四
号
と
五
号
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

　

ま
ず
、
四
号
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
土
地

の
記
載
は
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
と
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
の
土
地
調
査
が
実
施
さ
れ
た
年
代
別
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
帳
面
内
に
付
箋
や
貼
紙
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
紙
見
返
部
分
に
は
「
年
行
事
」
と
署
名
が
あ
り
、
当
時
年
行
事
で
あ
っ
た
「
浄
土

院
」
と
黒
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
も
同
様
の
「
浄
土
院
」
の
黒
円
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
裏
表
紙
見
返
部
分
に
「
村
方
別
帳
渡

置
」
と
の
記
載
も
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
寺
側
に
留
め
ら
れ
た
正
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

五
号
の
記
載
内
容
は
四
号
と
同
一
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
土
地
の
記
載
方
法
は
異
な
っ
て
お
り
、
所
在
地
を
示
す
字
名
ご
と
に
と

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
貼
紙
が
付
さ
れ
て
あ
り
、
①
番
号
の
記
載
が
あ
る
も
の
。
②
番
号
の
記
載
が
な
い
も
の
。
と
い
っ

た
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
ま
ず
、
①
の
貼
紙
は
一
か
ら
三
一
ま
で
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
付
箋
番
号
は
、
帳
面
に
記
さ
れ
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て
い
る
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
付
さ
れ
て
お
り
、
五
号
の
帳
面
別
番
号
と
同
一
で
あ
っ
た
。
次
に
、
②
の
貼
紙
は
「
寛
延
四
年
ニ
与
左

衛
門
ニ
入
」、「
天
明
四
年
二
月
日
下
々
田
拾
歩　

辰
と
し　

為
右
衛
門
入
」
と
み
ら
れ
た
。
そ
の
貼
紙
に
記
し
て
あ
る
「
寛
延
四
年
」
や

「
天
明
四
年
二
月
日
」
と
い
っ
た
年
紀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
寛
延
四
年
／
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
や
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
五
号
の
帳
面
が
作
成
さ
れ
た
元
禄
一
四
年
以
降
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
表
紙
部
分
に
朱
書
で
『
延
宝
五
年
よ
り
弐
十
五
年
成
』
と
あ
り
、
本
文
中
に
は
多
く
の
貼
紙
が
み
ら
れ
無
印
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ

り
、
五
号
の
帳
面
は
延
宝
五
年
よ
り
二
五
年
後
の
元
禄
一
四
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
延
宝
五
年
に
は
門
前
村
の
基
本
台

帳
で
あ
る
地
詰
帳
が
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
元
禄
一
四
年
に
い
た
り
門
前
村
に
お
い
て
そ
の
と
き
ま
で
の
開
墾
地
の
確

認
作
業
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
四
号
の
帳
面
を
基
に
土
地
の
字
名
ご
と
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
作
成
さ
れ
た
五
号
の
帳

面
は
、
後
年
に
お
い
て
三
佛
寺
が
所
領
で
あ
る
土
地
を
管
理
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
正
徳
五
年
の
新
開
改
帳

　

さ
て
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
新
開
改
帳
は
、
河
村
郡
門
前
村
新
開
御
改
帳
（
六
号
）、
河
村
郡
美
徳
山
門
前
村
新
開
御
改
帳
（
七

号
）
の
二
冊
が
あ
り
、
と
も
に
新
開
改
帳
と
あ
る
。
以
下
、
順
番
に
分
析
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
河
村
郡
門
前
村
新
開
御
改
帳　
（
六
号
）

　

ま
ず
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
新
開
改
帳
を
み
て
い
き
た
い
。
六
号
の
門
前
村
新
開
御
改
帳
は
、
表
紙
に
「
正
徳
五
年　

河
村
郡
門

前
村
新
開
御
改
帳　

未
ノ
三
月
日
」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
最
初
の
一
丁
目
表
部
分
を
取
り
あ

げ
た
。
こ
の
帳
面
に
は
、
付
箋
や
貼
紙
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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ま
ん
ば

（
通
し
番
号
）

一
、
印
田

七
畝
拾
歩

五
次
郎
兵
衛

一
七
〇
番

同
所

一
、
印
田

壱
畝
十
八
歩

七
右
衛
門
後
家 

一
七
一
番

や
し
き
ノ
内

一
、
印
田

九
畝
十
一
歩

長
右
衛
門

一
七
二
番

い
ゑ
の
上

一
、
印
田

三
畝
十
四
歩

同
人

一
七
三
番

郡
さ
か

一
、
印
田

十
四
歩

七
右
衛
門
後
家

一
七
四
番

　

こ
の
記
載
内
容
を
表
に
し
た
も
の
が
〔
表
16
〕
で
あ
る
。
土
地
数
は
七
〇
筆
（
一
七
〇
番
〜
二
三
九
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
数
が
四
一
ヶ

所
で
あ
っ
た
。
内
容
の
記
載
順
番
は
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
と
同
様
に
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、

③
田
積
、
④
名
請
人
名
の
順
番
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
形
式
は
、
六
号
内
に
お
い
て
は
す
べ
て
共
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
②
の
品
位
は

す
べ
て
印
田
で
あ
り
、
下
々
田
よ
り
下
位
の
土
地
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
土
地
の
記
載
方
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ

①
の
所
在
地
を
示
す
字
名
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
〔
表
16
〕。
そ
の
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
の
字
名
を
地
籍
図
で
確
認
し
た
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と
こ
ろ
二
〇
ヶ
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
一
八
四
番
「
ゑ
び
谷
／
海
老
谷
（
地
籍
図
4（
番
）」、
一
八
五
番
〜
一
八
七
番
「
三
徳
谷
（
地
籍

図
42
番
）」、
一
八
八
番
「
む
ま
あ
ら
い
ぶ
ち
／
馬
洗
淵
（
地
籍
図
43
番
）」、
一
八
九
番
「
中
は
た
／
中
畑
（
地
籍
図
41
番
）」、
一
九
九
番

「
か
ん
だ
ひ
／
神
代
（
地
籍
図
3（
番
）」
の
五
ヶ
所
は
、
六
号
で
新
た
に
確
認
の
で
き
る
字
名
で
あ
る
。
ま
た
、〔
表
16
〕
の
項
目
ご
と
に
総

計
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
が
〔
表
1（
〕
で
あ
る
。
そ
の
田
積
は
二
町
一
反
四
畝
二
八
歩
、
石
高
は
一
七
石
一
斗
九
升
五
合
で
あ
り
、
名
請
人

も
二
一
名
と
多
い
〔
表
1（
〕。
こ
の
う
ち
二
号
の
「
加
兵
衛
」、「
喜
兵
衛
」、「
吉
兵
衛
」、「
理
兵
衛
」
と
四
・
五
号
の
「
作
兵
衛
」、「
二
郎

兵
衛
」、「
仁
助
」、「
長
右
衛
門
」、「
七
右
衛
門
後
家
」
の
九
名
は
、
六
号
に
お
い
て
も
確
認
で
き
た
名
請
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら

同
名
の
名
請
人
で
あ
っ
て
も
、
二
号
や
四
・
五
号
の
帳
面
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
年
数
が
経
っ
て
い
る
た
め
本
人
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
本
人
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
代
々
家
長
が
名
乗
る
名
前
を
そ
の
ま
ま
帳
面
に
登
録
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
他
二
二
名
は
六

号
で
新
た
に
み
ら
れ
る
名
請
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
と
比
較
し
て
も
六
号
の
新
開
改
帳
は
、
土
地
数
、
所
在
地
の
字
名
数
、
田
積
、
石
高
、
名
請
人
の

増
加
が
著
し
い
と
い
え
る
。

　

な
お
、
記
載
内
容
に
は
黒
円
印
が
捺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
表
紙
見
返
部
分
に
「
年
行
事
判　

本
帳
村
方
に
有
」
と
「
年
行
事
判
」
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
差
出
部
分
に
は
「
組
頭
片
柴
村　

岩
本
善
治
郎　

印
書
判
／
東
小
鹿
村
庄
や　

弥
次
兵
衛　

印
書
判
／
高
橋
村　

亦
兵
衛

　

印
書
判
」
と
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
三
ヶ
村
は
、
二
号
の
地
詰
帳
の
署
名
で
も
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
門
前
村
以
外
の
村
役
人
の
署

名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
村
の
人
間
が
本
帳
の
作
成
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
同
内
容
の
帳
面
が
複
数
作
成
さ
れ
、
そ

の
う
ち
六
号
は
寺
側
で
管
理
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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（
2
）
河
村
郡
美
徳
山
門
前
村
新
開
御
改
帳　
（
七
号
）

　

次
に
七
号
の
新
開
改
帳
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
七
号
の
門
前
村
新
開
御
改
帳
は
、
表
紙
に
「
正
徳
五
年
未
ノ
三
月
日
改
古
帳
面
之
写

　

河
村
郡
美
徳
山
門
前
村
新
開
御
改
帳　

文
化
二
年
丑
ノ
十
一
月
日
改
之
六
冊
之
内　

弐
番
」
と
あ
り
、
本
文
の
記
載
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
先
の
六
号
同
様
、
最
初
の
一
丁
目
表
部
分
を
取
り
あ
げ
た
。
七
号
の
帳
面
に
は
、
付
箋
や
貼
紙
が
多
く
貼
ら
れ
て
い

る
。

家
ま
へ

（
通
し
番
号
）

一
、
印
田

壱
畝

高
八
升

甚
右
衛
門 

二
四
〇
番

同
所

（
貼
紙
）

一
、
印
田

四
畝
廿
九
歩
半

同
三
斗
九
升
九
合

十
壱
番

二
四
一
番 

　

八
畝
廿
九
歩
内

　

右
之
内

家
上

一
、
印
田

四
畝
七
歩

同
三
斗
三
升
九
合

十
弐
番

二
四
二
番

く
よ
う
の
坂

一
、
印
田

三
歩

同
八
合

十
三
番 

二
四
三
番

三徳山三佛寺の開改帳（一）（（



畝
数
合　

壱
反
九
歩
半

高
合
八
斗
弐
升
六
合

　

こ
の
記
載
内
容
を
表
に
し
た
も
の
が
〔
表
1（
〕
で
あ
る
。
土
地
数
は
九
〇
筆
（
二
四
〇
番
〜
三
三
一
番
）
で
あ
り
、
所
在
地
数
が
四
八
ヶ

所
で
あ
っ
た
。
内
容
の
記
載
順
番
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
対
し
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
石
高
、
⑤
名
請
人
名

の
順
番
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
形
式
は
、
七
号
内
に
お
い
て
す
べ
て
共
通
で
あ
っ
た
。
ま
た
、〔
表
1（
〕
の
項
目
ご
と
に
総
計
を
と

り
ま
と
め
た
も
の
が
〔
表
1（
〕
で
あ
る
。
田
積
は
二
町
一
反
四
畝
二
八
歩
、
石
高
は
空
白
分
も
あ
り
実
数
は
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
七

号
の
新
開
改
帳
の
末
尾
に
帳
面
全
体
の
石
高
は
一
七
石
一
斗
九
升
五
合
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
田
積
に
つ
い
て
は
再
度
、
ふ
れ
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
名
請
人
も
三
〇
名
と
多
い
と
わ
か
る
〔
表
1（
〕。
こ
の
う
ち
二
号
で
み
ら
れ
た
「
市
左
衛
門
」、
四
・
五
号
で
み
ら
れ
た

「
五
次
兵
衛
」
の
二
名
は
七
号
に
お
い
て
も
名
前
が
あ
が
り
、
確
認
で
き
た
名
請
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
号
の
帳
面
は
二
号
や
四
・
五
号

の
帳
面
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
年
数
が
経
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
名
請
人
に
つ
い
て
は
六
号
と
同
様
に
同
名
で
あ
っ
て
も
、
同
一
人
物
で
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
他
、
二
八
名
は
七
号
で
新
た
に
み
ら
れ
る
名
請
人
で
あ
っ
た
。
で
は
、
土
地
の
記
載
方
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

先
に
あ
げ
た
本
文
の
記
載
の
と
お
り
、
名
請
人
の
甚
右
衛
門
分
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
名
請
人
別
に
田
積

と
石
高
の
合
計
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
こ
の
記
載
方
法
は
、
こ
れ
以
下
も
同
様
で
あ
り
、
七
号
で
は
名
請
人
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
た
開
改
帳
で
あ
る
と
わ
か
る
〔
表
1（
〕。
ま
た
、
作
成
年
代
の
同
じ
六
号
と
同
様
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
と
比
較
し
て
も
土
地
数
、

所
在
地
の
字
名
数
、
田
積
、
石
高
、
名
請
人
の
増
加
は
著
し
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
七
号
で
は
先
の
六
号
の
記
載
内
容
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
石
高
が
記
さ
れ
て
お
り
、
名
請
人
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
六
号
と
七
号
は
記
さ
れ
て
い
る
田
地
は
す
べ
て
共
通
で
あ
る
が
、
名
請
人
名
や
記
載
方
法
が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
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し
て
、
七
号
は
付
箋
や
貼
紙
が
多
く
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
付
箋
に
は
、
一
部
を
除
い
た
す
べ
て
に
番
号
が
記
載
し
て
あ
り
、
中
に
は
田
積

を
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
で
は
、
こ
の
付
箋
に
記
載
し
て
あ
る
番
号
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
付
箋
番
号
を
み
る
と
番
号
の
配
列
が
順
序
不
同
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
〔
表
1（
〕。
そ
こ
で
、
こ
の
付
箋
番
号
を
1
番
か
ら
番

号
順
に
並
び
替
え
た
表
を
作
成
し
た
〔
表
20
〕。
こ
の
〔
表
20
〕
と
六
号
の
〔
表
1（
〕
の
帳
面
別
番
号
と
を
比
べ
た
も
の
が
〔
表
21
〕
で
あ

る
。〔
表
21
〕
を
み
る
と
、
七
号
の
付
箋
に
記
さ
れ
て
い
る
番
号
は
、
六
号
の
帳
面
別
番
号
で
あ
る
1
番
か
ら
（0
番
と
ほ
ぼ
す
べ
て
対
応
す

る
と
わ
か
る
。
し
か
し
、
欠
番
や
重
複
番
号
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
号
の
付
箋
番
号
は
必
ず
し
も
1
番
か
ら
（0
番
ま
で
す
べ
て
存
在
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
欠
番
や
重
複
番
号
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
田
積
と
欠
番
と
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
七
号
の
総
田
積
は
計
算
上
、
二
町
六
畝
二
一
歩
半
と
な
り
、
六
号
の
総
田

積
二
町
一
反
四
畝
二
八
歩
と
比
較
す
る
と
八
畝
六
歩
半
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
〔
表
21
〕。
こ
の
不
足
分
の
田
積
に
つ
い
て
、〔
表
21
（
Ⅰ
）

〜
（
Ⅳ
）〕
を
用
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
さ
て
、
不
足
分
の
田
積
で
あ
る
が
、
先
に
六
号
の
帳
面
と
比
較
し
た
際
、
七
号
の
帳
面
に
お
い

て
一
筆
だ
け
対
応
し
な
か
っ
た
土
地
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
六
八
番
の
土
地
で
あ
り
、
そ
の
田
積
は
八
畝
六
歩
半
で
あ
る
〔
表
21
（
Ⅰ
）〕。

こ
の
八
畝
六
歩
半
と
い
う
田
積
は
、
七
号
の
総
計
田
積
で
の
不
足
分
の
田
積
と
同
一
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
六
八
番
に
は
付
箋
番
号
が
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
備
考
欄
に
「
永
川　

午
ノ
流
荒
物
成
ニ
引
」
と
あ
る
の
ご
と
く
、
七
号
の
帳
面
が
作
成
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
耕
作
地
と

し
て
は
、
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
土
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
〔
表
21
（
Ⅰ
）〕。
ま
た
、〔
表
21
〕
内
に
は
、
不
足
の
あ
る
土
地
が
六
筆
あ

り
、
そ
の
土
地
に
は
＊
を
付
し
て
示
し
、
そ
の
不
足
分
の
田
積
を
備
考
欄
に
記
し
た
。
そ
の
不
足
分
の
田
積
を
す
べ
て
足
す
と
合
計
が
四

畝
二
九
歩
と
な
っ
た
〔
表
21
（
Ⅱ
）〕。
そ
し
て
、〔
表
21
〕
に
お
い
て
七
号
に
は
空
白
の
土
地
が
二
ヶ
所
存
在
す
る
。
こ
の
二
ヶ
所
を
六
号

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
七
九
番
と
二
〇
六
番
に
該
当
し
て
お
り
、
そ
の
土
地
の
田
積
は
合
わ
せ
て
三
畝
二
歩
半
と
な
っ
て
い
る
〔
表
21

（
Ⅲ
）〕。
ま
た
、
二
五
六
番
に
は
「
五
歩
不
足
」
と
記
載
が
み
ら
れ
、
こ
の
五
歩
を
足
す
と
八
畝
六
歩
半
と
な
り
、
二
六
八
番
の
田
積
と
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同
一
に
な
る
〔
表
21
（
Ⅳ
）〕。
す
な
わ
ち
、
計
算
上
の
合
計
田
積
に
二
六
八
番
を
足
す
と
七
号
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
田
積
の
二
町
一

反
四
畝
二
八
歩
と
同
じ
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
二
六
八
番
の
田
積
の
内
訳
は
〔
表
21
（
Ⅱ
）
〜
（
Ⅳ
）〕
と
な
る
。
よ
っ
て
、
付
箋

の
欠
番
は
七
号
が
作
成
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
耕
作
地
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
土
地
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
＊
表
記
部
分
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
耕
作
地
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
七
号
で
は
二
五
六
番
・
三
三
一
番
の
よ
う
に
一
筆
の
田
地
に
二
つ
以
上
の
異
な
る
付
箋
番
号
が
あ
る
。
そ
の
土
地
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
く
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
例
と
し
て
三
三
一
番
の
土
地
を
あ
げ
る
。

　

七
号
の
三
〇
〇
番
・
三
三
一
番
は
（
付
箋
番
号
3
番
）
が
付
さ
れ
、
そ
れ
が
六
号
の
帳
面
別
番
号
3
番
の
一
七
二
番
に
該
当
す
る
土
地
と

わ
か
る
〔
表
21
〕。
同
様
に
三
〇
八
番
・
三
三
一
番
（
付
箋
番
号
16
番
）
の
土
地
は
六
号
の
一
八
五
番
（
帳
面
別
番
号
16
番
）
に
も
該
当
し

て
お
り
、
七
号
内
で
二
回
確
認
の
で
き
る
土
地
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
三
三
一
番
の
土
地
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
。

左
に
あ
げ
た
の
は
、
七
号
の
三
三
一
番
に
該
当
す
る
本
文
の
一
一
丁
目
表
の
五
筆
目
（
三
三
一
番
）
部
分
で
あ
る
。

美
徳
谷

（
通
し
番
号
）

一
、
印
田

五
畝
拾
弐
歩

同
四
斗
三
升
弐
合

中
ノ
寺

三
三
一
番

（
付
箋
）

十
六
番
内

　

六
畝
拾
八
歩
内

　

三
畝
拾
四
歩

三
番

　

九
畝
拾
壱
歩
内

（（



　

壱
畝
廿
八
歩

　

こ
れ
よ
り
、
三
三
一
番
の
土
地
は
田
積
が
五
畝
一
二
歩
で
あ
り
、
そ
の
田
地
が
付
箋
に
よ
る
と
付
箋
番
号
16
番
と
3
番
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
、
16
番
は
「
六
畝
拾
八
歩
内　

三
畝
拾
四
歩
」
と
あ
り
、
六
号
の
帳
面
別
番
号
で
あ
る
16
番
の
一
八
五
番

に
該
当
し
、「
六
畝
拾
八
歩
」
と
そ
の
田
積
は
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
付
箋
番
号
3
番
の
「
九
畝
拾
壱
歩
」
も
、
六
号
の
帳
面
別
番

号
3
番
で
あ
る
一
七
二
番
の
田
地
を
示
し
て
い
る
〔
表
21
〕。

　

と
こ
ろ
で
、
付
箋
の
「
六
畝
拾
八
歩
内　

三
畝
拾
四
歩
」
の
う
ち
「
三
畝
拾
四
歩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
分
は
何
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
六
号
の
一
八
五
番
（
帳
内
別
番
号
16
番
）
の
田
積
は
、
六
畝
一
八
歩
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
七
号
の
土
地
で
は
、
ま
ず
七
号

の
付
箋
番
号
16
番
で
あ
る
三
〇
八
番
の
田
積
で
あ
る
三
畝
四
歩
の
土
地
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
三
〇
八
番
の
土
地
だ
け
で

は
、
三
畝
一
四
歩
足
り
ず
、
そ
の
不
足
分
を
三
三
一
番
の
土
地
よ
り
補
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
不
足
分
で
あ
る
三
畝
一
四
歩

を
三
三
一
番
（
付
箋
番
号
16
番
）
の
田
積
で
あ
る
五
畝
一
二
歩
か
ら
差
し
引
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
残
り
の
一
畝
二
八
歩
は
三
三
一
番
（
付
箋

番
号
3
番
）
の
田
積
五
畝
一
二
歩
に
含
ま
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
七
号
内
で
み
ら
れ
る
付
箋
の
重
複
番
号
は
一
つ
の
土
地
を
分
割
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
六
号

で
は
一
つ
の
土
地
で
あ
っ
た
も
の
が
七
号
の
時
点
に
お
い
て
は
分
割
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
一
七
〇
番
や
一
七
二
番
・
一
七
七
番
と
い
っ
た

六
号
内
で
田
積
の
広
い
土
地
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
逆
に
一
例
で
は
あ
る
が
一
八
六
番
と
一
八
七
番
の
ご
と
く
、
六
号
で
は
そ

れ
ぞ
れ
単
独
で
あ
っ
た
土
地
が
七
号
で
三
〇
九
番
に
統
合
さ
れ
て
い
る
場
合
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
み
る
と
結
果
、
七
号

の
土
地
の
大
半
は
六
号
に
お
い
て
田
積
の
広
い
土
地
が
分
割
さ
れ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

な
お
、
本
帳
は
無
印
で
あ
っ
た
も
の
の
裏
表
紙
見
返
部
分
に
は
「
組
頭
片
柴
村　

善
次
郎
／
東
小
鹿
村　

弥
次
兵
衛
／
高
橋
村　

亦
兵
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衛
」
と
記
載
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
無
印
で
は
あ
る
が
六
号
と
同
様
の
署
名
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
表
紙
部
分
に
「
正
徳
五
年
未

ノ
三
月
日
改
古
帳
面
之
写　

河
村
郡
美
徳
山
門
前
村
新
開
御
改
帳　

文
化
二
年
丑
ノ
十
一
月
日
改
之
六
冊
之
内　

弐
番
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

正
徳
五
年
三
月
の
古
帳
面
を
写
し
た
も
の
で
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一
一
月
に
改
め
写
し
た
六
冊
の
う
ち
二
番
目
の
も
の
で
あ
る
と
わ

か
り
、
文
化
二
年
以
降
に
新
た
な
土
地
を
開
墾
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
小
結

　

正
徳
五
年
の
帳
面
で
あ
る
六
号
と
七
号
の
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
六
号
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
名
請
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
土
地

の
記
載
は
、
ほ
ぼ
①
の
所
在
地
を
示
す
字
名
ご
と
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
と
比
較
し
て

も
表
で
み
る
ご
と
く
土
地
数
、
所
在
地
の
字
名
数
、
田
積
、
石
高
、
名
請
人
の
増
加
が
著
し
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
帳
面
内
に
は
付
箋
や

貼
紙
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
無
印
で
あ
っ
た
も
の
の
表
紙
見
返
部
分
に
は
「
年
行
事
判　

本
帳
村
方
に
有
」
と
あ
り
、
差
出
部
分
に
「
組
頭
片

柴
村　

岩
本
善
治
郎　

印
書
判
／
東
小
鹿
村
庄
や　

弥
次
兵
衛　

印
書
判
／
高
橋
村　

亦
兵
衛　

印
書
判
」
と
の
記
載
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

よ
り
寺
側
で
留
め
ら
れ
た
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
い
で
、
七
号
は
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
①
所
在
地
を
示
す
字
名
、
②
品
位
、
③
田
積
、
④
石
高
、
⑤
名
請
人
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
先
の
六
号
の
記
載
内
容
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
石
高
が
記
さ
れ
て
お
り
、
名
請
人
別
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
七
号

に
は
付
箋
や
貼
紙
が
多
く
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
付
箋
に
は
番
号
が
記
載
し
て
お
り
、
中
に
は
田
積
も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
付
箋
番
号
は
、

巻
首
か
ら
番
号
順
に
付
さ
れ
て
お
ら
ず
欠
番
や
重
複
番
号
も
少
々
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
付
箋
番
号
を
番
号
順
に
土
地
を
並
び
替
え
る
と

結
果
、
六
号
の
帳
内
別
番
号
と
ほ
ぼ
す
べ
て
対
応
し
て
い
た
の
は
〔
表
21
〕
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
〔
表
21
〕
か
ら
、
六
号
に
記
さ
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れ
て
い
る
広
め
の
土
地
が
七
号
で
は
分
割
さ
れ
て
い
く
現
象
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
、
六
号
で
田
積
の
広
い
土
地
が
七
号
に
お
い
て
分
割
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
無
印
で
は
あ
る
が
裏
表
紙
見
返
部
分
に
「
組
頭
片
柴
村　

善
次
郎
／
東
小
鹿
村　

弥
次
兵
衛
／
高
橋
村　

亦
兵

衛
」
と
記
載
が
み
ら
れ
、
六
号
と
同
様
の
署
名
が
あ
り
、
帳
面
を
作
成
す
る
際
に
他
村
の
人
間
が
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し

て
、
表
紙
部
分
に
「
正
徳
五
年
未
ノ
三
月
日
改
古
帳
面
之
写　

河
村
郡
美
徳
山
門
前
村
新
開
御
改
帳　

文
化
二
年
丑
ノ
十
一
月
日
改
之
六
冊

之
内　

弐
番
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
徳
五
年
三
月
の
古
帳
面
を
写
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一
一
月
に
改
め
写
し

た
六
冊
の
う
ち
二
番
目
の
も
の
に
あ
た
る
。
な
お
、
こ
の
文
化
二
年
に
改
め
ら
れ
た
帳
面
は
、
他
の
年
紀
の
も
の
も
あ
り
、
詳
し
く
は
次
号

で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
は
、
土
地
調
査
が
な
さ
れ
た
年
別
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
帳
面
（
四
号
）
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で

土
地
の
字
名
ご
と
に
と
り
ま
と
め
た
帳
面
（
五
号
）
の
二
冊
が
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
五
号
に
付
さ
れ
て
い
た
貼
紙
は
、
後
年
に
お
い

て
三
佛
寺
が
所
領
を
管
理
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
正
徳
五
年
の
新
開
改
帳
は
、
六
号
の
帳
面
が
土
地
ご
と
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
七
号
の
帳
面
で
は
名
請
人
ご

と
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
所
在
地
を
示
す
土
地
の
字
名
を
基
準
と
し
た
帳
面
か
ら
、
領
主
へ
直
接
賦
課
を
お
こ
な
う
名

請
人
を
基
準
と
し
た
帳
面
へ
と
変
化
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、〔
表
21
〕
の
ご
と
く
六
号
の
帳
面
に
お
い
て
七
号
の
付
箋
番
号
が
活
き

て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
七
号
に
付
さ
れ
た
付
箋
は
六
号
の
新
開
改
帳
で
記
載
し
た
帳
面
の
内
容
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
後
年
に

新
た
な
土
地
を
開
墾
し
た
際
、
前
回
か
ら
ど
の
よ
う
に
土
地
の
田
積
や
名
請
人
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
確
認
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
よ
り
、
元
禄
一
四
年
の
開
改
帳
と
正
徳
五
年
の
新
開
改
帳
と
で
は
、
同
じ
年
紀
で
重
複
す
る
帳
面
の

性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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〔
追
記
〕

　

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
三
徳
山
三
佛
寺
文
書
の
史
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
三
徳
山
三
佛
寺
ご
住
職
米
田
良
中
氏
、
奈
良
文
化
財
研
究

所
文
化
遺
産
部
歴
史
研
究
室
長
吉
川
聡
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

注（
1
）
本
稿
に
お
い
て
は
三
徳
の
表
記
を
、
漢
数
字
の
「
三
」
と
美
し
い
と
い
う
文
字
の
「
美
」
の
両
方
を
用
い
た
。
そ
れ
は
使
用
す
る
各
々
の

史
料
の
表
記
に
基
づ
い
た
。
今
日
、「
み
と
く
」
を
漢
字
表
記
す
る
場
合
に
は
漢
数
字
の
「
三
」
を
用
い
た
「
三
徳
」
と
表
記
す
る
も
の
が
大

部
分
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
美
し
い
と
い
う
文
字
の
「
美
」
を
用
い
た
「
美
徳
」
と
表
記
す
る
も
の
は
、
中
世
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
比

較
的
多
く
み
ら
れ
る
。

（
2
）
米
田
範
真
「
三
徳
山
略
縁
起
」（『
三
徳
山
』、
三
佛
寺
、
一
九
六
五
年
）

（
3
）
前
掲
注
（
2
）
参
照
。

（
4
）
大
石
慎
三
郎
編
の
『
地
方
凡
例
録
』（
近
藤
出
版
、
一
九
七
五
年
）
で
は
、「
地
押
し
と
い
ふ
ハ
田
畑
上
中
下
の
位
付
、
高
石
盛
も
前
々
よ

り
在
来
通
り
に
て
差
置
、
縄
竿
を
入
れ
反
別
を
改
め
る
を
地
押
し
と
も
、
地
詰
と
も
云
、」
と
し
て
い
る
。

（
（
）
検
地
も
し
く
は
地
詰
を
実
施
し
た
後
、
新
た
に
土
地
の
拡
大
や
開
墾
を
お
こ
な
っ
た
土
地
を
対
象
と
し
て
、
再
度
、
田
畠
地
の
調
査
を
実

施
し
た
結
果
を
書
き
記
し
た
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
八
の
康
永
三
年
雑
載
に
四
通
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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（
（
）
小
坂
博
之
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
伯
耆
国
美
徳
山
領
」（『
鳥
城
』
二
号
、
一
九
六
九
年
）

（
（
）
小
坂
博
之
「
伯
耆
美
徳
山
領
の
存
在
形
態
」（『
地
方
史
研
究
』
第
二
一
巻
三
号
、
一
九
七
一
年
）

（
（
）
綾
村
宏
・
水
石
靖
子
「
壬
生
家
文
書
の
三
徳
山
三
佛
寺
関
係
文
書
に
つ
い
て
」（『
史
窓
』、
第
六
八
号
、
二
〇
一
一
年
）

（
10
）「
新
開
改
帳
」
と
は
、
前
掲
注
（
（
）
の
「
開
改
帳
」
と
同
じ
性
格
を
も
っ
た
帳
面
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
前
掲

の
「
開
改
」
と
の
は
っ
き
り
と
し
た
違
い
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
区
別
を
つ
け
ら
れ
な
い
。

（
11
）
二
号
の
地
詰
帳
で
は
、「
合
谷
」
と
付
く
字
名
の
土
地
が
多
く
み
ら
れ
、
地
籍
図
に
は
「
上
牛
王
谷
（
地
籍
図
（（
番
）」「
中
牛
王
谷
（
地
籍

図
60
番
）
の
字
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
合
谷
」
が
「
牛
王
谷
」
と
転
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
12
）
前
掲
注
（
11
）
で
あ
げ
た
「
合
谷
」
と
同
様
に
、
地
籍
図
に
み
ら
れ
る
「
段
原
」
は
「
上
段
原
（
地
籍
図
（
番
）」「
上
段
原
頭
（
地
籍
図

（
番
）」「
下
段
原
頭
（
地
籍
図
11
番
）」「
下
段
原
（
12
番
）」
と
四
ヶ
所
で
あ
る
。
二
号
の
地
詰
帳
で
は
、「
段
原
」
と
表
記
し
て
あ
る
の
み

で
、
地
籍
図
で
は
断
定
し
難
い
。

（
13
）「
篠
原
（
地
籍
図
21
番
）」
は
、「
笹
原
（
地
籍
図
21
番
）」
と
同
一
で
あ
る
と
判
断
し
た
。「
篠
原
」
と
「
笹
原
」
は
漢
字
表
記
が
異
な
る
も

の
の
「
さ
さ
は
ら
」
ま
た
は
「
さ
さ
わ
ら
」
と
笹
が
一
面
に
生
え
て
い
る
土
地
を
示
し
て
い
る
。
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門前村地籍図
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1 　三佛寺文書第 2函調査目録
2　三佛寺文書第 2函年代・村別目録
3　三佛寺文書第 2函 2 号　　　　門前地詰帳田畠地一覧表（延宝 5年）
4　三佛寺文書第 2函 2 号　　　　（全体）
5　三佛寺文書第 2函 2 号　　　　（中田）
6　三佛寺文書第 2函 2 号　　　　（下田）
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16　三佛寺文書第 2函 6 号　　　　門前村新開御改帳田地一覧表（正徳 5年）
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18　三佛寺文書第 2函 7 号　　　　門前村新開御改帳田地一覧表（正徳 5年）
19　三佛寺文書第 2函 7 号　　　　（全体）
20　三佛寺文書第 2函 7 号　　　　門前村新開御改帳田地一覧表（正徳 5年）
21　三佛寺文書第 2函 6 号・ 7号　門前村新開御改帳田地比較一覧表
 （正徳 5年）
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〔表 1〕三佛寺文書　第 2函　調査目録

番号 史　料　名 作成年代 西暦 月 日 丁数
（表紙を含む）

1 伯州河村郡井土村田畠地詰帳〈寛永十年〉 寛永10 1633 （ 36

2 河村郡三徳門前地詰帳〈延宝五年〉 延宝 （ 16（（ （ 14

3 河村郡俵原村地詰帳〈延宝五年〉 延宝 （ 16（（ （ （

4 河村郡三徳門前開改帳 元禄14 1（01 6 6

（ 河村郡三徳門前村開改帳〈元禄十四年〉 元禄14 1（01 6 （

6 河村郡門前村新開御改帳〈正徳五年〉 正徳 （ 1（1（ 3 10

（ 河村郡美徳山門前村新開御改帳〈正徳五年〉 正徳 （ 1（1（ 3 13

（ 河村郡門前村新開御改帳 享保 2 1（1（ 11 3

（ 河村郡三徳門前村新開改帳 延享 4 1（4（ 10 （

10 河村郡三徳門前村新開改帳〈延享四年〉 延享 4 1（4（ 10 6

11 河村郡俵原村開改帳〈延享四年〉 延享 4 1（4（ 4 6

12 美徳山門前村新開改帳 延享 4 1（4（ 10 （

13 河村郡美徳山門前村開御改帳〈安永二年〉 安永 2 1（（3 10 （

14 河村郡美徳山門前村開御改帳〈寛政六年〉 寛政 6 1（（4 11 10

1（ 美徳山門前村新田御改帳〈寛政六年〉 寛政 6 1（（4 11 （

16 河村郡美徳山門前村開御改帳〈享和三年〉 享和 3 1（03 10 （

1（ 河村郡俵原村新開改帳〈文化元年〉 文化 1 1（04 10 6

1（ 河村郡美徳山門前村年々開改帳〈文化九年〉 文化 （ 1（12 11 （

1（ 河村郡井土村新開改帳 文政 （ 1（24 10 （

20 河村郡美徳山門前村開御改帳 天保 （ 1（34 （ 4

21 俵原御図帳写 延宝 （ 16（（ （ （

22 河村郡井土村永荒御改帳 元禄13 1（00 （ 21 6

23 井土村不植田御改帳 元禄16 1（03 （ 1 4

24 井土村日焼不植田帳 享保 （ 1（23 （ 2（ 4

2（ 井土村不植田取分ヶ帳 享保 （ 1（23 11 1（ （

26 井土村日焼田帳 享保14 1（2（ （ （

2（ 門前村名寄帳 延享 1 1（44 10 4

2（ 門前村御年貢取立帳 寛延 3 1（（0 10 6

2（ 井土村御定米帳 寛延 3 1（（0 11 3

30 河村郡井土村流場所御改帳 宝暦12 1（62 （ 10
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〔表 2〕三佛寺文書　第 2函 年代・村別目録
作成年代 西暦 門前村 俵原村 井土村

寛永10 1633 地詰帳（ 1 号）

延宝 （ 16（（ 地詰帳（ 2 号） 地詰帳（ 3 号）
図帳写（21号）

元禄13 1（00

元禄14 1（01 開改帳（ 4 号）
開改帳（ （ 号） 永荒改帳（22号）

元禄16 1（03 不植田改帳（23号）

正徳 （ 1（1（ 新開改帳（ 6 号）
新開改帳（ （ 号）

享保 2 1（1（ 新開改帳（ （ 号）

享保 （ 1（23 日焼田帳（24号）
不植田取ヶ帳（2（号）

享保14 1（2（ 日焼田帳（26号）

延享 1 1（44 名寄帳（2（号）

延享 4 1（4（
新開改帳（ （ 号）
新開改帳（10号）
新開改帳（12号）

開改帳（11号）

寛延 3 1（（0 年貢取立帳（2（号） 定米帳（2（号）

宝暦12 1（62 流場所改帳（30号）

安永 2 1（（3 開改帳（13号）

寛政 6 1（（4 開改帳（14号）
新開改帳（1（号）

享和 3 1（03 開改帳（16号）

文化 1 1（04 新開改帳（1（号）

文化 （ 1（12 年々開改帳（1（号）

文政 （ 1（24 新開改帳（1（号）

天保 （ 1（34 開改帳（20号）

（（



〔表 3〕三佛寺文書　第 2函 2 号　門前地詰帳田畠地一覧表
通し番号 所在地 品位 田畠積（縦×横） 名請人 帳面別番号

1 合谷古屋敷 中田 1 畝（22間× 2 間半） 弥右衛門 1

2 合谷古屋敷 中田 4 畝12歩（22間× 6 間） 弥右衛門 2

3 合谷むかい 下田 10歩（10間× 1 間） 弥右衛門 3

4 合谷むかい 下田 24歩（12間× 2 間） 弥右衛門 4

5 合谷むかい 下田 1 畝（12間× 1 間半） 弥右衛門 （

6 合谷かち屋敷 下田 1（歩（ （ 間× 3 間） 惣左衛門 6

7 合谷いへの下 下田 24歩（ （ 間× 3 間） 惣左衛門 （

8 合谷いへの上 下々田 3 畝（10間× （ 間） 長左衛門 （

9 合谷家ノ下 中田 12歩（ （ × 1 間半） 惣左衛門 （

10 合谷家ノ下 中田 6 歩（ 2 間× 3 間） 助右衛門 10

11 合谷家ノ下 中田 1 畝20歩（2（間× 2 間） 惣左衛門 11

12 合谷家ノ下 中田 1（歩（10間× 1 間半） 惣左衛門 12

13 合谷家ノ下 中田 12歩（12間× 1 間） 惣左衛門 13

14 合谷家ノ下 中田 2 畝20歩（22間× 4 間） 惣左衛門 14

15 合谷家ノ下 下田 14歩（ （ 間× 2 間） 惣左衛門 1（

16 吉原木地屋しき（吉原木地屋敷） 下々田 20歩（10間× 2 間） 平右衛門 16

17 吉原木地屋しき（吉原木地屋敷） 下々田 2（歩（21間× 2 間半） 平右衛門 1（

18 吉原木地屋しき（吉原木地屋敷） 下々田 （ 歩（ （ 間× 1 間） 平右衛門 1（

19 古屋敷 下々田 （ 畝（1（間×1（間） 平右衛門 1（

20 だん原（段原） 下々田 2（歩（11間× 2 間半） 平右衛門 20

21 赤坂 下田 2 畝12歩（1（間× 4 間） 平右衛門 21

22 赤坂 下田 10歩（ （ 間× 2 間） 平右衛門 22

23 赤坂 下田 2 畝10歩（14間× （ 間） 平右衛門 23

24 赤坂 下々田 10歩（10間× 1 間） 平右衛門 24

25 橋詰 下々田 （ 歩（ 4 間× 2 間） 加兵衛 2（

26 むかい田 下田 1（歩（1（間× 1 間） 平右衛門 26

27 むかい田 下田 （ 歩（ 4 間× 2 間） 平右衛門 2（

28 むかい田 下田 20歩（10間× 2 間） 平右衛門 2（

29 むかい田 下田 1 畝 3 歩（11間× 3 間） 平右衛門 2（

30 むかい田 下田 3 畝 6 歩（24間× 4 間） 平右衛門 30

31 河田 下田 6 歩（ 6 間× 1 間） 平右衛門 31

32 みつぼう（密坊） 下田 10歩（10間× 1 間） 助右衛門 32

33 いへ廻り（家廻り） 中田 12歩（ 2 間× 6 間） 平右衛門 33

34 いへ廻り（家廻り） 中田 （ 畝26歩（22間× （ 間） 平右衛門 34

35 いへ廻り（家廻り） 中田 1 畝1（歩（1（間× 2 間半） 平右衛門 3（

36 家廻り 中田 1 畝20歩（20間× 2 間半） 平右衛門 36

37 土□［橋］ 下田 2 畝12歩（1（間× 4 間） 平右衛門 3（

38 土□［橋］道ノ下 下田 10歩半（ （ 間× 1 間半） 平右衛門 3（

39 土□［橋］道ノ下 下々田 6 歩（ 3 間× 2 間） 加兵衛 3（

40 さゝ原（笹原） 下々田 20歩（ （ 間× 4 間） 市左衛門 40

41 さゝわら（笹原） 中田 2 畝1（歩（22間× 3 間半） 市左衛門 41
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42 さゝわら（笹原） 下田 1 畝（10間× 3 間） 市左衛門 42

43 さゝわら（笹原） 下田 2 畝1（歩（14間× （ 間） 市郎兵衛 43

44 さゝわら（笹原） 下田 2 畝20歩（20間× 4 間） 市郎兵衛 44

45 さゝわら（笹原） 中田 2 畝（10間× 6 間） 市郎兵衛 4（

46 さゝわら（笹原） 中田 2 畝2（歩半（2（間× 3 間半） 市左衛門 46

47 うぐいす谷（鴬谷） 下々田 6 歩（ 6 間× 1 間） 吉兵衛 4（

48 うぐいす谷（鴬谷） 下々田 6 歩（ 3 間× 2 間） 吉兵衛 4（

49 うぐいす谷（鴬谷） 下田 2 畝1（歩（1（間× （ 間） 善右衛門 4（

50 うぐいす谷（鴬谷） 下田 10歩（ （ 間× 2 間） 善右衛門 （0

51 舟岩 下々田 12歩（12間× 1 間） 吉兵衛 （1

52 みやうけん（妙見） 下田 20歩（10間× 2 間） 理兵衛 （2

53 みやうけん（妙見） 中田 1 畝（10間× 3 間） 理兵衛 （3

54 みやうけん（妙見） 下々田 1（歩（ （ 間× 3 間） 理兵衛 （4

55 みやうけん（妙見） 下田 1 畝1（歩（ （ 間× （ 間） 理兵衛 （（

56 家ノ上 下々田 16歩（ （ 間× 2 間） 一郎兵衛 （6

57 家ノ上 下々田 24歩（ 6 間× 4 間） 一郎兵衛 （（

58 家ノ上 下々田 2 歩（ 2 間×１間） 一郎兵衛 （（

59 家ノ上 下々田 （ 歩（ 4 間× 2 間） 加右衛門 （（

60 家ノ上 下々田 6 歩（ 3 間× 2 間） 一郎兵衛 60

61 家ノ上 下々田 14歩（ （ 間× 2 間） 市郎兵衛 61

62 家ノ上 下々田 2（歩（10間× 2 間半） 市郎兵衛 62

63 家ノ上 下々田 2 歩（ 2 間× 1 間） 市郎兵衛 63

64 家ノ上 下々田 2 歩（ 2 間× 1 間） 市郎兵衛 64

65 家の下 中田 24歩（ （ 間× 3 間） 市左衛門 6（

66 家ノまへ 下々田 （ 歩（ （ 間× 1 間） 市左衛門 66

67 つち谷口（土谷口） 下々田 6 歩（ 3 間× 2 間） 仁右衛門 6（

68 ミやうけん（妙見） 下々田 2 畝（12間× （ 間） 加右衛門 6（

69 ミやうけん（妙見） 下々田 （ 歩（ （ 間× 1 間） 市郎兵衛 6（

70 本田 下々田 1 畝24歩（13間× 4 間） 勘右衛門 （0

71 本田 下田 12歩（ （ 間× 1 間半） 一郎兵衛 （1

72 本田 下々田 10歩（ （ 間× 2 間） 勘右衛門 （2

73 おち 下々田 2 歩（ 2 間× 1 間） 勘右衛門 （3

74 おち 下々田 （ 歩（ 4 間× 2 間） 市郎兵衛 （4

75 おち 下々田 10歩（ （ 間× 2 間） 勘右衛門 （（

76 おち 下々田 1 畝（10間× 3 間） 勘右衛門 （6

77 おちそり 下々田 1 畝 （ 歩（13間× 3 間） 勘右衛門 （（

78 おちそり 下々田 12歩（12間× 1 間） 市郎兵衛 （（

79 おちそり 下々田 1（歩半（13間× 1 間） 善右衛門 （（

80 おちそり 下々田 2 歩（ 2 間× 1 間） 市郎兵衛 （0

81 おちそり 下々田 3 歩（ 3 間× 1 間） 勘右衛門 （1

82 おちそり 下々田 （ 歩（ （ 間× 1 間） 勘右衛門 （2

83 梅ノ木ノ本 下々田 1（歩（1（間× 3 間） 善右衛門 （3

84 梅ノ木ノ本 下々田 14歩（ （ 間× 2 間） 善右衛門 （4
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85 梅ノ木ノ本 下々田 1 畝（10間× 3 間） 勘右衛門 （（

86 梅ノ木ノ本 下々田 16歩（ （ 間× 2 間） 加右衛門 （6

87 梅ノ木ノ本 下々田 1 畝1（歩（1（間× 3 間） 加右衛門 （（

88 木地屋敷 下々田 1 畝1（歩（1（間× 3 間） 加右衛門 （（

89 屋敷 畠地 11歩 多兵衛 1

90 屋敷 畠地 1（歩 三右衛門 2

91 屋敷 畠地 3 畝 弥右衛門 3

92 屋敷 畠地 2 畝 助右衛門 4

93 屋敷 畠地 10歩 久三郎 （

94 屋敷 畠地 1（歩 長左衛門 6

95 屋敷 畠地 11歩 惣左衛門 （

96 屋敷 畠地 1（歩 与三右衛門 （

97 屋敷 畠地 2 畝 勘右衛門 （

98 屋敷 畠地 13歩 八郎兵へ 10

99 屋敷 畠地 10歩 五兵衛 11

100 屋敷 畠地 2 畝 市郎兵へ 12

101 屋敷 畠地 1 畝 善右衛門 13

102 屋敷 畠地 10歩 忠三郎 14

103 屋敷 畠地 1 畝1（歩 喜兵へ 1（

104 屋敷 畠地 2（歩 利兵衛 16

105 屋敷 畠地 2 畝10歩 平右衛門 1（

106 屋敷 畠地 10歩 加兵衛 1（

107 屋敷 畠地 2（歩 吉兵へ 1（

合計 1 町 1 反 4 畝1（歩半

＊右端欄の帳面別番号とは、各帳面の田畠を記載順に付した番号である。
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〔表 4〕三佛寺文書　第 2函 2 号（全体）
備考

通し番号 1～107

土地数 10（筆

所在地数 40ヶ所

土地の品位 中田、下田、下々田、畠地

田積 1 町 1 反 4 畝1（歩半

名請人 24名

石高 12石 （ 斗 （ 升 2 合

物成 （ 石 2 斗 1 升 （ 合

〔表 5〕三佛寺文書　第 2函 2 号（中田）
備考

通し番号 1， 2， 9，10，11，12，13，14，33，34，35，36，41，45，46，53，65

土地数 1（筆

所在地数 6 ヶ所

土地の品位 中田

田積 2 反 （ 畝2（歩半

名請人 （ 名

石高 4 石 4 斗 （ 升 3 合

年貢率 1 石 （ 斗 一反に付き

〔表 6〕三佛寺文書　第 2函 2 号（下田）
備考

通し番号 3， 4， 5， 6， 7，15，21，22，23，26，27，28，29，30，31，32，37，38，
42，43，44，49，50，52，55，71

土地数 26筆

所在地数 13ヶ所

土地の品位 下田

田積 2 反 （ 畝21歩半

名請人 （ 名

石高 3 石 （ 斗 6 升 3 合

年貢率 1 石 3 斗 一反に付き

〔表 7〕 三佛寺文書　第 2函 2 号（下々田）
備考

通し番号
8，16，17，18，19，20，24，25，39，40，47，48，51，54，56，57，58，59，
60，61，62，63，64，66，67，68，69，70，72，73，74，75，76，77，78，79，
80，81，82，83，84，85，86，87，88

土地数 4（筆

所在地数 20ヶ所

土地の品位 下々田

田積 3 反 （ 畝14歩半

名請人 12名

石高 3 石 （ 斗 3 合

年貢率 1 石 1 斗 一反に付き
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〔表 8〕三佛寺文書　第 2函 2 号（田地）
備考

通し番号 1～88

土地数 （（筆

所在地数 3（ヶ所

土地の品位 中田、下田、下々田

田積 （ 反 （ 畝 4 歩半

名請人 1（名

石高 12石 2 斗 （ 升 （ 合

〔表 9〕三佛寺文書　第 2函 2 号（畠地）
備考

通し番号 89～107

土地数 1（筆

所在地数 1 ヶ所

土地の品位 畠地

田積 1 反 （ 畝1（歩

名請人 1（名

石高 6 斗 2 升 3 合

〔表10〕三佛寺文書　第 2函 2 号　門前地詰帳名請人一覧表
中田 下田 下々田 畠地

市左衛門 市左衛門 市左衛門
市郎兵衛 市郎兵衛 市郎兵衛 市郎兵衛
助右衛門 助右衛門 助右衛門
惣左衛門 惣左衛門 惣左衛門
平右衛門 平右衛門 平右衛門 平右衛門
弥右衛門 弥右衛門 弥右衛門
理兵衛 理兵衛 理兵衛

一郎兵衛 一郎兵衛
善右衛門 善右衛門 善右衛門

加右衛門
加兵衛 加兵衛

勘右衛門 勘右衛門
吉兵衛 吉兵衛

仁右衛門
長左衛門 長左衛門

喜兵衛
久三郎
五兵衛

三右衛門
多兵衛
忠三郎

八郎兵衛
与三右衛門

利兵衛
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〔表11〕三佛寺文書　第 2函 4 号　門前開改帳田地一覧表
通し番号 所在地 品位 田積 名請人 帳面別番号 備考

108 梅木之段 下々田 2 畝 長右衛門 1 延宝七未年十月日

109 やしきの内（屋敷の内） 下々田 1（歩 長右衛門 2 延宝七未年十月日

110 道ノ下 下々田 6 歩 長右衛門 3 延宝七未年十月日

111 道ノ下 下々田 3 歩 七右衛門 4 延宝七未年十月日

112 道ノ下 下々田 3 歩 善兵衛 （ 延宝七未年十月日

113 川原 下々田 3 歩 善兵衛 6 延宝七未年十月日

114 いゑの上（家の上） 下々田 1 畝 善兵衛 （ 延宝七未年十月日

115 妙見 下々田 2 畝 □□ （ 延宝七未年十月日

116 篠原 下々田 3 歩 二郎兵衛 （ 延宝七未年十月日

117 いゑノ下（家の下） 下々田 21歩 喜兵衛 10 延宝七未年十月日

118 篠原 下々田 3 歩 喜兵衛 11 延宝七未年十月日

119 めうけん（妙見） 下々田 6 歩 理兵衛 12 延宝七未年十月日

120 蛇谷 下々田 1 畝 作兵衛 13 延宝七未年十月日

121 清水 下々田 4 畝12歩 与兵衛 14 延宝七未年十月日

122 清水 下々田 1 畝 加兵衛 1（ 延宝七未年十月日

123 蛇谷 下々田 1（歩 左兵衛 16 延宝七未年十月日

124 尾谷 下々田 6 歩 加兵衛 1（ 延宝七未年十月日

125 尾谷 下々田 6 歩 仁助 1（ 延宝七未年十月日

126 梅木之段 下々田 1 畝 長右衛門 1（

127 下むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 20

128 うねノ田 下々田 1（歩 左兵衛 21

129 上むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 22

130 下段原 下々田 6 歩 仁助 23

131 清水 下々田 （ 畝 与兵衛 24

132 蛇谷 下々田 3 歩 左兵衛 2（

133 とちノ木坂（栃木坂） 下々田 21歩 作兵衛 26

134 上段ノ原 下々田 21歩 作兵衛 2（

135 いゑノ上（家の上） 下々田 2 畝12歩 作兵衛 2（

136 上むかい 下々田 21歩 作兵衛 2（

137 まんば（馬場） 下々田 10歩 七右衛門が後家 30

138 まんば（馬場） 下々田 1 反 （ 畝 五次兵衛 31

合計 4 畝 3 畝1（歩

〔表12〕三佛寺文書　第 2函 4 号（全体）
備考

通し番号 108～138
土地数 31筆

所在地数 1（ヶ所
土地の品位 下々田 4 号全ての田地

田積 4 反 3 畝1（歩
名請人 13名
石高 4 石 （ 斗
物成 1 石 （ 斗 2 升
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〔表13〕三佛寺文書　第 2函 5 号　門前村開改帳田地一覧表
通し番号 所在地 品位 田積 名請人 帳面別番号 付箋番号

139 梅木ノ段 下々田 2 畝 長右衛門 1 1

140 梅木ノ段 下々田 1 畝 長右衛門 2 2

141 道ノ下 下々田 3 歩 七右衛門 3 3

142 やしきノ内 下々田 1（歩 長右衛門 4 4

143 道ノ下 下々田 6 歩 長右衛門 （ （

144 道ノ下 下々田 3 歩 善兵衛 6 6

145 川原 下々田 3 歩 善兵衛 （ （

146 いゑの上（家の上） 下々田 1 畝 善兵衛 （ （

147 妙見 下々田 2 畝 喜兵衛 （ （

148 篠原 下々田 3 歩 二郎兵衛 10 10

149 いゑの下（家の下） 下々田 21歩 喜兵衛 11 11

150 篠わら（篠原） 下々田 3 歩 喜兵衛 12 12

151 めうけん（妙見） 下々田 6 歩 理兵衛 13 13

152 下むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 14 14

153 うねの田 下々田 1（歩 左兵衛 1（ 1（

154 上むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 16 16

155 下段原 下々田 6 歩 仁助 1（ 1（

156 蛇谷 下々田 1 畝 作兵衛 1（ 1（

157 清水 下々田 （ 畝 与兵衛 1（ 1（

158 清水 下々田 4 畝 与兵衛 20 20

159 清水 下々田 1 畝 加兵衛 21 21

160 蛇谷 下々田 3 歩 左兵衛 22 22

161 蛇谷 下々田 1（歩 左兵衛 23 23

162 とちノ木坂（栃木坂） 下々田 21歩 作兵衛 24 24

163 上段原 下々田 21歩 作兵衛 2（ 2（

164 いゑノ上（家の上） 下々田 2 畝12歩 作兵衛 26 26

165 上むかい 下々田 21歩 作兵衛 2（ 2（

166 尾谷 下々田 6 歩 加兵衛 2（ 2（

167 尾谷 下々田 6 歩 仁助 2（ 2（

168 まんば（馬場） 下々田 10歩 七右衛門か後家 30 30

169 まんば（馬場） 下々田 1 反 （ 畝 五次兵衛 31 31

合計 4 反 3 畝1（歩

〔表14〕三佛寺文書　第 2函 5 号（全体）
備考

通し番号 139～169
土地数 31筆

所在地数 1（ヶ所
土地の品位 下々田 （ 号全ての田地

田積 4 反 3 畝1（歩
名請人 13名
石高 4 石 （ 斗 貼紙に 4 石 （ 斗 （ 升 （ 合 6 勺とあり
物成 1 石 （ 斗 2 升
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（ （ 号分）

通し番号 所在地 品位 田積 名請人 帳面別番号 付箋番号

139 梅木ノ段 下々田 2 畝 長右衛門 1 1

140 梅木ノ段 下々田 1 畝 長右衛門 2 2

143 道ノ下 下々田 6 歩 長右衛門 （ （

141 道ノ下 下々田 3 歩 七右衛門 3 3

144 道ノ下 下々田 3 歩 善兵衛 6 6

145 川原 下々田 3 歩 善兵衛 （ （

146 いゑの上（家の上） 下々田 1 畝 善兵衛 （ （

147 妙見 下々田 2 畝 喜兵衛 （ （

148 篠原 下々田 3 歩 二郎兵衛 10 10

149 いゑの下（家の下） 下々田 21歩 喜兵衛 11 11

150 篠わら（篠原） 下々田 3 歩 喜兵衛 12 12

151 めうけん（妙見） 下々田 6 歩 理兵衛 13 13

156 蛇谷 下々田 1 畝 作兵衛 1（ 1（

158 清水 下々田 4 畝 与兵衛 20 20

159 清水 下々田 1 畝 加兵衛 21 21

161 蛇谷 下々田 1（歩 左兵衛 23 23

166 尾谷 下々田 6 歩 加兵衛 2（ 2（

167 尾谷 下々田 6 歩 仁助 2（ 2（

142 やしきノ内 下々田 1（歩 長右衛門 4 4

152 下むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 14 14

153 うねの田 下々田 1（歩 左兵衛 1（ 1（

154 上むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 16 16

155 下段原 下々田 6 歩 仁助 1（ 1（

157 清水 下々田 （ 畝 与兵衛 1（ 1（

160 蛇谷 下々田 3 歩 左兵衛 22 22

162 とちノ木坂（栃木坂） 下々田 21歩 作兵衛 24 24

163 上段原 下々田 21歩 作兵衛 2（ 2（

164 いゑノ上（家の上） 下々田 2 畝12歩 作兵衛 26 26

165 上むかい 下々田 21歩 作兵衛 2（ 2（

168 まんば（馬場） 下々田 10歩 七右衛門か後家 30 30

169 まんば（馬場） 下々田 1 反 （ 畝 五次兵衛 31 31

合計 4 反 3 畝1（歩
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〔表15〕三佛寺文書　第 2函 4 ・ 5 号　開改帳田地比較一覧表 （ 4 号分）

通し番号 所在地 品位 田積 名請人 帳面別番号 備考

108 梅木之段 下々田 2 畝 長右衛門 1 延宝七未年十月日

109 やしきの内（屋敷の内） 下々田 1（歩 長右衛門 2 延宝七未年十月日

110 道ノ下 下々田 6 歩 長右衛門 3 延宝七未年十月日

111 道ノ下 下々田 3 歩 七右衛門 4 延宝七未年十月日

112 道ノ下 下々田 3 歩 善兵衛 （ 延宝七未年十月日

113 川原 下々田 3 歩 善兵衛 6 延宝七未年十月日

114 いゑの上（家の上） 下々田 1 畝 善兵衛 （ 延宝七未年十月日

115 妙見 下々田 2 畝 □□ （ 延宝七未年十月日

116 篠原 下々田 3 歩 二郎兵衛 （ 延宝七未年十月日

117 いゑノ下（家の下） 下々田 21歩 喜兵衛 10 延宝七未年十月日

118 篠原 下々田 3 歩 喜兵衛 11 延宝七未年十月日

119 めうけん（妙見） 下々田 6 歩 理兵衛 12 延宝七未年十月日

120 蛇谷 下々田 1 畝 作兵衛 13 延宝七未年十月日

121 清水 下々田 4 畝12歩 与兵衛 14 延宝七未年十月日

122 清水 下々田 1 畝 加兵衛 1（ 延宝七未年十月日

123 蛇谷 下々田 1（歩 左兵衛 16 延宝七未年十月日

124 尾谷 下々田 6 歩 加兵衛 1（ 延宝七未年十月日

125 尾谷 下々田 6 歩 仁助 1（ 延宝七未年十月日

126 梅木之段 下々田 1 畝 長右衛門 1（

127 下むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 20

128 うねノ田 下々田 1（歩 左兵衛 21

129 上むかい 下々田 1 畝1（歩 作兵衛 22

130 下段原 下々田 6 歩 仁助 23

131 清水 下々田 （ 畝 与兵衛 24

132 蛇谷 下々田 3 歩 左兵衛 2（

133 とちノ木坂（栃木坂） 下々田 21歩 作兵衛 26

134 上段ノ原 下々田 21歩 作兵衛 2（

135 いゑノ上（家の上） 下々田 2 畝12歩 作兵衛 2（

136 上むかい 下々田 21歩 作兵衛 2（

137 まんば（馬場） 下々田 10歩 七右衛門が後家 30

138 まんば（馬場） 下々田 1 反 （ 畝 五次兵衛 31

合計 4 反 3 畝1（歩
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〔表16〕三佛寺文書　第 2函 6 号　門前村新開御改帳田地一覧表
通し番号 所在地 品位 田積 名請人 帳面別番号

170 まんば（馬場） 印田 （ 畝10歩 五次郎兵衛 1

171 まんば（馬場） 印田 1 畝1（歩 七右衛門後家 2

172 やしきノ内（屋敷の内） 印田 （ 畝11歩 長右衛門 3

173 いゑの上（家の上） 印田 3 畝14歩 長右衛門 4

174 郡さか（郡坂） 印田 14歩 七右衛門後家 （

175 ふるやしき（古屋敷） 印田 1 畝 （ 歩 七右衛門後家 6

176 ふるやしき（古屋敷） 印田 2 畝 （ 歩半 長右衛門 （

177 川むかい 印田 （ 畝 長右衛門 （

178 をち 印田 2 畝1（歩 長右衛門 （

179 をち 印田 1 畝10歩 七右衛門後家 10

180 いゑのまへ（家の前） 印田 （ 畝2（歩半 六左衛門 11

181 いゑの上（家の上） 印田 4 畝 （ 歩 六左衛門 12

182 九よう坂（九曜坂） 印田 3 歩 六左衛門 13

183 いゑまハり（家廻り） 印田 1 畝 七兵衛 14

184 ゑび谷（海老谷） 印田 2（歩 善四郎 1（

185 三徳谷 印田 6 畝1（歩 勘兵衛 16

186 三徳谷 印田 14歩 喜兵衛 1（

187 三徳谷 印田 （ 歩 又兵衛 1（

188 むまあらいふち（馬洗淵） 印田 2 歩 吉兵衛 1（

189 中はた（中畑） 印田 12歩 喜兵衛 20

190 うすふち 印田 20歩 二郎兵衛 21

191 いゑノまへ（家の前） 印田 1 畝 （ 歩 喜兵衛 22

192 つち谷（土谷） 印田 1 畝 （ 歩半 六兵衛 23

193 つち谷（土谷） 印田 14歩 理兵衛 24

194 いゑノ下（家の下） 印田 6 歩半 喜兵衛 2（

195 ほんた（本田） 印田 1（歩 勘兵衛 26

196 ほんた（本田） 印田 16歩半 左ニ兵衛 2（

197 ほんた（本田） 印田 1 畝 2 歩 勘兵衛 2（

198 いゑノそち　　 印田 3 畝14歩 左ニ兵衛 2（

199 かんだひ（神代） 印田 （ 歩 左ニ兵衛 30

200 木地やしき（木地屋敷） 印田 3 畝14歩 又兵衛 31

201 うるし木の 印田 1 畝 3 歩 又兵衛 32

202 妙見 印田 3 畝2（歩 市介 33

203 妙見 印田 1 畝13歩 左ニ兵衛 34

204 妙見 印田 6 畝10歩 勘兵衛 3（

205 妙見 印田 2 畝10歩 次郎兵衛 36

206 ふるいわ 印田 1 畝22歩半 次郎兵衛 3（

207 なる坂（成ル坂） 印田 1（歩 次郎兵衛 3（

208 なる坂（成ル坂） 印田 2（歩 吉兵衛 3（

209 うぐいす谷（鴬谷） 印田 2 畝2（歩 喜兵衛 40

210 うぐいす谷（鴬谷） 印田 3 畝 （ 歩 吉兵衛 41
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211 篠原 印田 3 畝24歩半 喜兵衛 42

212 篠原 印田 2 畝 次郎兵衛 43

213 篠原 印田 22歩 次郎兵衛 44

214 篠原 印田 4 畝1（歩半 左ニ兵衛 4（

215 つちはし（土橋） 印田 1 畝1（歩半 加兵衛 46

216 つちはし（土橋） 印田 1 畝14歩半 判六 4（

217 むかい 印田 （ 歩 判六 4（

218 いゑのまハり（家の廻り） 印田 1 畝14歩半 判六 4（

219 いゑのまハり（家の廻り） 印田 2 畝 作兵衛 （0

220 あか坂（赤坂） 印田 4 畝 4 歩半 作兵衛 （1

221 ふるやしき（古屋敷） 印田 3 畝 2 歩 作兵衛 （2

222 木地やしき（木地屋敷） 印田 3 畝 1 歩 作兵衛 （3

223 こかやの 印田 2（歩 作兵衛 （4

224 上段原 印田 （ 畝21歩 作兵衛 （（

225 下段原 印田 1 反 6 畝1（歩 作兵衛 （6

226 蛇谷 印田 1 畝11歩 作兵衛 （（

227 上むかい 印田 （ 畝 4 歩半 作兵衛 （（

228 下むかい 印田 2（歩 作兵衛 （（

229 しみつ（清水） 印田 1 反 （ 畝23歩 判六 60

230 しみつ（清水） 印田 4 畝1（歩半 判六 61

231 しみつ（清水） 印田 4 畝24歩 加兵衛 62

232 しや谷（蛇谷） 印田 3 畝14歩 左兵衛 63

233 うね田 印田 1 畝1（歩 左兵衛 64

234 あか坂（赤坂） 印田 1 畝12歩 左兵衛 6（

235 とちの木坂（栃木坂） 印田 2 畝13歩半 加兵衛 66

236 尾谷 印田 1 畝23歩 加兵衛 6（

237 はしつめ（橋詰） 印田 13歩 加兵衛 6（

238 尾谷 印田 4 畝 （ 歩 仁助 6（

239 下段原 印田 2（歩半 仁助 （0

合計 2 町 1 反 4 畝2（歩

〔表17〕三佛寺文書　第 2函 6 号（全体）
備考

通し番号 170～239
土地数 （0筆

所在地数 41ヶ所
土地の品位 印田 6 号すべての田地

田積 2 町 1 反 4 畝2（歩
名請人 21名
石高 1（石 1 斗 （ 升 （ 合
物成 3 石 （ 斗 （ 升 （ 合
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〔表18〕三佛寺文書　第 2函 7 号　門前村新開御改帳田地一覧表
通し
番号 所在地 品位 田積 石高 名請人名 付箋番号 備考

240 家まへ（家前） 印田 1 畝 （ 升 甚右衛門 11

241 家まへ（家前） 印田 4 畝2（歩半 3 斗 （ 升 （ 合 甚右衛門 11

242 家上 印田 4 畝 （ 歩 3 斗 3 升 （ 合 甚右衛門 12

243 くようの坂（九曜坂） 印田 3 歩 （ 合 甚右衛門 13

244 家廻り 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 庄右衛門 （0

245 古屋敷 印田 1 畝 2 歩 1 斗 2 升 （ 合 庄右衛門 （2

246 上段原 印田 （ 畝21歩 1 斗 （ 升 6 合 庄右衛門 （（

247 下段原 印田 1 反 6 畝1（歩 1 石 3 斗 2 升 庄右衛門 （6

248 木地屋敷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 （ 合 庄右衛門 （3

249 をち 印田 2 畝1（歩 2 升 （ 合 市左衛門 （

250 栩木坂（栃木坂）印田 2 畝13歩半 1 斗 （ 升 6 合 市左衛門 66

251 土橋 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 46 半不足

252 尾谷 印田 1 畝23歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 1 畝23歩

252 尾谷 印田 4 畝 （ 歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 4 畝 （ 歩

253 家廻り 印田 1 畝 4 歩半 （ 升 2 合 市左衛門 4（

254 清水田 印田 （ 畝11歩 4 斗 2 升 （ 合 市左衛門 60

255 清水田 印田 3 畝12歩 2 斗 （ 升 2 合 市左衛門 60

256 本田 印田 1（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 26 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

256 本田 印田 2（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 2（ 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

257 明見 印田 6 畝10歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 3（

258 土谷口 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門 24

259 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 33

260 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 36

261 笹原 印田 22歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 44

262 笹原 印田 2 畝 1 斗 6 升 市左衛門 43

263 まんば（馬場） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 2

264 笹原 印田 3 畝20歩半 3 斗 （ 合 市左衛門 42 4 歩不足

265 合谷古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 市左衛門 （

266 川向 印田 2 畝 （ 歩 1 斗 （ 升 1 合 市左衛門 （

267 むかい 印田 （ 歩 2 斗 1 升 3 勺 市左衛門 4（

268 七筆メ 印田 （ 畝 6 歩半 6 斗 （ 升 6 合 庄左衛門 午ノ流荒物成ニ引

269 清水田したノ段 印田 4 畝1（歩 3 斗 6 升 平助 61

270 清水田 印田 4 畝24歩 3 斗 （ 升 4 合 平助 62

271 笹原 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 平助 4（

272 清水田 印田 1 反 （ 斗 平兵衛 60

273 赤坂 印田 2 畝半 1 斗 6 升 1 合 幸右衛門 （1

274 上向 印田 （ 畝 4 歩半 4 斗 1 斗 2 合 幸右衛門 （（

275 下向 印田 2（歩 6 升 （ 合 幸右衛門 （（
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276 家廻り 印田 10歩 2 升 （ 合 幸右衛門 （0

277 赤坂 印田 2 畝14歩半 2 升 （ 合 幸右衛門 （1

278 下段原 印田 1（歩 （ 升 1 合 幸右衛門 （0

279 木地屋敷 印田 3 歩 （ 合 幸右衛門 （3

280 下段原永川 印田 （ 歩半 2 升 （ 合 4 勺 幸右衛門 （0

281 家まへ 印田 3 畝 2 斗 （ 合 4 勺 市左衛門預り 11

282 うるしノ木 印田 1 畝 3 歩 （ 升 （ 合 市左衛門預り 32

283 成坂 印田 1（歩 4 升 （ 合 市左衛門預り 3（

284 土谷 印田 11歩半 3 升 1 合 市左衛門預り 23

285 つちばし（土橋）印田 4 歩 1 升 市左衛門預り 1 畝10歩半不足

286 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門預り 23

287 ちや谷（蛇谷） 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 重左衛門 63

288 うね田 印田 （ 歩半 2 升 重左衛門 64

289 うね田 印田 1 畝 1 歩半 重左衛門 64 午ノ流荒物成ニ引

290 赤坂 印田 1 畝12歩 2 斗 2 升 3 合 重左衛門

291 はしづめ（橋詰）印田 （ 歩 2 升 4 合 磯右衛門 6（

292 古屋敷 印田 1 畝 （ 升 平左夫 （2

293 はしづめ（橋詰）印田 4 歩 1 合 （ 勺 利兵衛 6（ 午ノ流荒物成ニ引

294 ぢや谷（蛇谷） 印田 1 畝11歩 1 升 （ 合 万右衛門 （（

295 成ル家上 印田 1 反 1 畝20歩 （ 斗 3 升 3 合 善蔵 2（

296 鴬谷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 2 合 善蔵 40

297 うすぶち 印田 20歩 （ 升 3 合 善蔵 21

298 鴬谷 印田 1（歩 4 升 （ 合 善蔵 41

299 合谷家ノ上 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 善蔵 4

300 合谷屋敷ノ内 印田 （ 畝13歩 （ 斗 （ 升 （ 合 善蔵 3

301 川向 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 善蔵 （

302 こがやの 印田 2（歩 （ 升 2 合 善蔵 （4

303 中畑 印田 12歩 善蔵 20 永川

304 合谷川向 印田 3 畝12歩 3 斗 4 合 善蔵 （

305 ほん田（本田） 印田 16歩半 4 升 4 合 善蔵 2（

306 明見（妙見） 印田 1 畝13歩半 1 斗 1 升 （ 合 善蔵 34

307 笹原 印田 1 畝20歩半 1 斗 3 斗 （ 合 善蔵 4（

308 三徳谷 印田 3 畝 4 歩 2 斗 （ 升 重兵衛 16

309 三徳谷 印田 22歩 （ 升 （ 合 重兵衛 1（・1（

310 家ノ上 印田 20歩 （ 升 4 合 重兵衛 2（

311 家ノ上 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 重兵衛 2（

312 かんだい（神代）印田 （ 歩 1 升 3 合 3 勺 重兵衛 30

313 明見（妙見） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 清兵衛 33

314 成ル坂 印田 2（歩 （ 升 2 合 次兵衛 3（

315 鴬谷 印田 2 畝21歩 2 斗 1 升 6 合 次兵衛 41

316 むまあらいふち
（馬洗淵） 印田 2 歩 （ 合 次兵衛 1（

317 いゑノ下 印田 3 歩半 （ 合 3 勺 次兵衛 2（ 1 歩半不足
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318 家まへ 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 伝三郎 22

319 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 平左衛門 23

320 家ノ下 印田 1 歩半 4 合 金右衛門 2（ 1 歩半不足

321 笹原 印田 1 畝 （ 歩 （ 升 3 合 国八 4（

322 屋敷 印田 1 歩半 4 合 忠左衛門 3 畝12歩半不足

323 ゑび谷（海老谷）印田 2（歩 （ 升 （ 合 藤左衛門 1（

324 家廻り 印田 1 畝 （ 升 惣兵衛 14

325 古屋敷 印田 2（歩半 （ 升 6 合 久次郎 （

326 古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 2 合 久次郎 6

327 郡坂屋敷 印田 14歩 3 升 （ 合 彦兵衛 （

328 まんば（馬場） 印田 2 畝1（歩 2 斗 文五郎 1

329 まんば（馬場） 印田 3 畝23歩 3 斗 1 升 五次兵衛 1

330 まんば（馬場） 印田 1 畝 2 歩 （ 升 6 合 斧右衛門 1

331 三徳谷 印田 1 畝2（歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 3 （ 畝12歩内 1 畝2（歩

331 三徳谷 印田 3 畝14歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 16 （ 畝12歩内 3 畝14歩

合計 2 町 1 反 4 畝2（歩

〔表19〕三佛寺文書　第 2函 7 号（全体）
備考

通し番号 240～331
土地数 （0筆

所在地数 4（ヶ所
土地の品位 印田 （ 号すべての田地

田積 2 町 1 反 4 畝2（歩
名請人 30名
石高 帳面に1（石 1 斗 （ 升 （ 合と記載あり
物成 3 石 （ 斗 （ 升 （ 合
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〔表20〕三佛寺文書　第 2函 7 号　門前村新開御改帳田地一覧表
通し
番号 所在地 品位 田積 石高 名請人名 付箋番号 備考

328 まんば（馬場） 印田 2 畝1（歩 2 斗 文五郎 1

329 まんば（馬場） 印田 3 畝23歩 3 斗 1 升 五次兵衛 1

330 まんば（馬場） 印田 1 畝 2 歩 （ 升 6 合 斧右衛門 1

263 まんば（馬場） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 2

300 合谷屋敷ノ内 印田 （ 畝13歩 （ 斗 （ 升 （ 合 善蔵 3

331 三徳谷 印田 1 畝2（歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 3 （ 畝12歩内 1 畝2（歩

299 合谷家ノ上 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 善蔵 4

327 郡坂屋敷 印田 14歩 3 升 （ 合 彦兵衛 （

326 古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 2 合 久次郎 6

265 合谷古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 市左衛門 （

325 古屋敷 印田 2（歩半 （ 升 6 合 久次郎 （

266 川向 印田 2 畝 （ 歩 1 斗 （ 升 1 合 市左衛門 （

301 川向 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 善蔵 （

304 合谷川向 印田 3 畝12歩 3 斗 4 合 善蔵 （

249 をち 印田 2 畝1（歩 2 升 （ 合 市左衛門 （

240 家まへ（家前） 印田 1 畝 （ 升 甚右衛門 11

241 家まへ（家前） 印田 4 畝2（歩半 3 斗 （ 升 （ 合 甚右衛門 11

281 家まへ 印田 3 畝 2 斗 （ 合 4 勺 市左衛門預り 11

242 家上 印田 4 畝 （ 歩 3 斗 3 升 （ 合 甚右衛門 12

243 くようの坂
（九曜坂） 印田 3 歩 （ 合 甚右衛門 13

324 家廻り 印田 1 畝 （ 升 惣兵衛 14

323 ゑび谷（海老谷）印田 2（歩 （ 升 （ 合 藤左衛門 1（

308 三徳谷 印田 3 畝 4 歩 2 斗 （ 升 重兵衛 16

331 三徳谷 印田 3 畝14歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 16 （ 畝12歩内 3 畝14歩

309 三徳谷 印田 22歩 （ 升 （ 合 重兵衛 1（・1（

316 むまあらいふち
（馬洗淵） 印田 2 歩 （ 合 次兵衛 1（

303 中畑 印田 12歩 善蔵 20 永川

297 うすぶち 印田 20歩 （ 升 3 合 善蔵 21

318 家まへ 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 伝三郎 22

284 土谷 印田 11歩半 3 升 1 合 市左衛門預り 23

286 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門預り 23

319 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 平左衛門 23

258 土谷口 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門 24

317 いゑノ下 印田 3 歩半 （ 合 3 勺 次兵衛 2（ 1 歩半不足

320 家ノ下 印田 1 歩半 4 合 金右衛門 2（ 1 歩半不足

256 本田 印田 1（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 26 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

305 ほん田（本田） 印田 16歩半 4 升 4 合 善蔵 2（
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256 本田 印田 2（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 2（ 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

295 成ル家上 印田 1 反 1 畝20歩 （ 斗 3 升 3 合 善蔵 2（

310 家ノ上 印田 20歩 （ 升 4 合 重兵衛 2（

311 家ノ上 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 重兵衛 2（

312 かんだい（神代）印田 （ 歩 1 升 3 合 3 勺 重兵衛 30

282 うるしノ木 印田 1 畝 3 歩 （ 升 （ 合 市左衛門預り 32

259 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 33

313 明見（妙見） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 清兵衛 33

306 明見（妙見） 印田 1 畝13歩半 1 斗 1 升 （ 合 善蔵 34

257 明見 印田 6 畝10歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 3（

260 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 36

283 成坂 印田 1（歩 4 升 （ 合 市左衛門預り 3（

314 成ル坂 印田 2（歩 （ 升 2 合 次兵衛 3（

296 鴬谷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 2 合 善蔵 40

298 鴬谷 印田 1（歩 4 升 （ 合 善蔵 41

315 鴬谷 印田 2 畝21歩 2 斗 1 升 6 合 次兵衛 41

264 笹原 印田 3 畝20歩半 3 斗 （ 合 市左衛門 42 4 歩不足

262 笹原 印田 2 畝 1 斗 6 升 市左衛門 43

261 笹原 印田 22歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 44

271 笹原 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 平助 4（

307 笹原 印田 1 畝20歩半 1 斗 3 斗 （ 合 善蔵 4（

321 笹原 印田 1 畝 （ 歩 （ 升 3 合 国八 4（

251 土橋 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 46 半不足

267 むかい 印田 （ 歩 2 斗 1 升 3 勺 市左衛門 4（

253 家廻り 印田 1 畝 4 歩半 （ 升 2 合 市左衛門 4（

244 家廻り 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 庄右衛門 （0

276 家廻り 印田 10歩 2 升 （ 合 幸右衛門 （0

273 赤坂 印田 2 畝半 1 斗 6 升 1 合 幸右衛門 （1

277 赤坂 印田 2 畝14歩半 2 升 （ 合 幸右衛門 （1

245 古屋敷 印田 1 畝 2 歩 1 斗 2 升 （ 合 庄右衛門 （2

292 古屋敷 印田 1 畝 （ 升 平左夫 （2

248 木地屋敷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 （ 合 庄右衛門 （3

279 木地屋敷 印田 3 歩 （ 合 幸右衛門 （3

302 こがやの 印田 2（歩 （ 升 2 合 善蔵 （4

246 上段原 印田 （ 畝21歩 1 斗 （ 升 6 合 庄右衛門 （（

247 下段原 印田 1 反 6 畝1（歩 1 石 3 斗 2 升 庄右衛門 （6

294 ぢや谷（蛇谷） 印田 1 畝11歩 1 升 （ 合 万右衛門 （（

274 上向 印田 （ 畝 4 歩半 4 斗 1 斗 2 合 幸右衛門 （（

275 下向 印田 2（歩 6 升 （ 合 幸右衛門 （（

254 清水田 印田 （ 畝11歩 4 斗 2 升 （ 合 市左衛門 60

255 清水田 印田 3 畝12歩 2 斗 （ 升 2 合 市左衛門 60

272 清水田 印田 1 反 （ 斗 平兵衛 60
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269 清水田したノ段 印田 4 畝1（歩 3 斗 6 升 平助 61

270 清水田 印田 4 畝24歩 3 斗 （ 升 4 合 平助 62

287 ちや谷（蛇谷） 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 重左衛門 63

288 うね田 印田 （ 歩半 2 升 重左衛門 64

289 うね田 印田 1 畝 1 歩半 重左衛門 64 午ノ流荒物成ニ引

250 栩木坂（栃木坂）印田 2 畝13歩半 1 斗 （ 升 6 合 市左衛門 66

252 尾谷 印田 1 畝23歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 1 畝23歩

291 はしづめ（橋詰）印田 （ 歩 2 升 4 合 磯右衛門 6（

293 はしづめ（橋詰）印田 4 歩 1 合 （ 勺 利兵衛 6（ 午ノ流荒物成ニ引

252 尾谷 印田 4 畝 （ 歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 4 畝 （ 歩

278 下段原 印田 1（歩 （ 升 1 合 幸右衛門 （0

280 下段原永川 印田 （ 歩半 2 升 （ 合 4 勺 幸右衛門 （0

268 七筆メ 印田 （ 畝 6 歩半 6 斗 （ 升 6 合 庄左衛門 午ノ流荒物成ニ引

285 つちばし（土橋）印田 4 歩 1 升 市左衛門預り 1 畝10歩半不足

290 赤坂 印田 1 畝12歩 2 斗 2 升 3 合 重左衛門

322 屋敷 印田 1 歩半 4 合 忠左衛門 3 畝12歩半不足

合計 2 町 1 反 4 畝2（歩

三徳山三佛寺の開改帳（一）11（



（ （ 号分）

通し番号 所在地 品位 田積 石高 名請人名 付箋番号 備考

328 まんば（馬場） 印田 2 畝1（歩 2 斗 文五郎 1

329 まんば（馬場） 印田 3 畝23歩 3 斗 1 升 五次兵衛 1

330 まんば（馬場） 印田 1 畝 2 歩 （ 升 6 合 斧右衛門 1

263 まんば（馬場） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 2

300 合谷屋敷ノ内 印田 （ 畝13歩 （ 斗 （ 升 （ 合 善蔵 3

331 三徳谷 印田 1 畝2（歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 3 （ 畝12歩内 1 畝2（歩

299 合谷家ノ上 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 善蔵 4

327 郡坂屋敷 印田 14歩 3 升 （ 合 彦兵衛 （

326 古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 2 合 久次郎 6

265 合谷古屋敷 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 市左衛門 （

325 古屋敷 印田 2（歩半 （ 升 6 合 久次郎 （

266 川向 印田 2 畝 （ 歩 1 斗 （ 升 1 合 市左衛門 （

301 川向 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 善蔵 （

304 合谷川向 印田 3 畝12歩 3 斗 4 合 善蔵 （

249 をち 印田 2 畝1（歩 2 升 （ 合 市左衛門 （

240 家まへ（家前） 印田 1 畝 （ 升 甚右衛門 11

241 家まへ（家前） 印田 4 畝2（歩半 3 斗 （ 升 （ 合 甚右衛門 11

281 家まへ 印田 3 畝 2 斗 （ 合 4 勺 市左衛門預り 11

242 家上 印田 4 畝 （ 歩 3 斗 3 升 （ 合 甚右衛門 12

243 くようの坂（九曜坂） 印田 3 歩 （ 合 甚右衛門 13

324 家廻り 印田 1 畝 （ 升 惣兵衛 14

323 ゑび谷（海老谷） 印田 2（歩 （ 升 （ 合 藤左衛門 1（

308 三徳谷 印田 3 畝 4 歩 2 斗 （ 升 重兵衛 16

331 三徳谷 印田 3 畝14歩
（ （ 畝12歩） 4 斗 3 升 2 合 中ノ寺 16 （ 畝12歩内 3 畝14歩

309 三徳谷 印田 22歩 （ 升 （ 合 重兵衛 1（・1（

316 むまあらいふち（馬洗淵） 印田 2 歩 （ 合 次兵衛 1（

303 中畑 印田 12歩 善蔵 20 永川

297 うすぶち 印田 20歩 （ 升 3 合 善蔵 21

318 家まへ 印田 1 畝 （ 歩 1 斗 4 合 伝三郎 22

284 土谷 印田 11歩半 3 升 1 合 市左衛門預り 23

286 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門預り 23

319 土谷 印田 14歩 3 升 （ 合 平左衛門 23

258 土谷口 印田 14歩 3 升 （ 合 市左衛門 24

＊317 いゑノ下 印田 3 歩半 （ 合 3 勺 次兵衛 2（
1 歩半不足

＊320 家ノ下 印田 1 歩半 4 合 金右衛門 2（

256 本田 印田 1（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 26 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足
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〔表21〕三佛寺文書　第 2函 6 ・ 7 号　新開改帳田地比較一覧表 （ 6 号分）

通し番号 所在地 品位 田積 名請人名 帳面別番号 備考

170 まんば（馬場） 印田 （ 畝10歩 五次郎兵衛 1

171 まんば（馬場） 印田 1 畝1（歩 七右衛門後家 2

172 やしきノ内（屋敷の内） 印田 （ 畝11歩 長右衛門 3

173 いゑの上（家の上） 印田 3 畝14歩 長右衛門 4

174 郡さか（郡坂） 印田 14歩 七右衛門後家 （

175 ふるやしき（古屋敷） 印田 1 畝 （ 歩 七右衛門後家 6

176 ふるやしき（古屋敷） 印田 2 畝 （ 歩半 長右衛門 （

177 川むかい 印田 （ 畝 長右衛門 （

178 をち 印田 2 畝1（歩 長右衛門 （

179 をち 印田 1 畝10歩 七右衛門後家 10

180 いゑのまへ（家の前） 印田 （ 畝2（歩半 六左衛門 11

181 いゑの上（家の上） 印田 4 畝 （ 歩 六左衛門 12

182 九よう坂（九曜坂） 印田 3 歩 六左衛門 13

183 いゑまハり（家廻り） 印田 1 畝 七兵衛 14

184 ゑび谷（海老谷） 印田 2（歩 善四郎 1（

185 三徳谷 印田 6 畝1（歩 勘兵衛 16

186 三徳谷 印田 14歩 喜兵衛 1（

187 三徳谷 印田 （ 歩 又兵衛 1（

188 むまあらいふち（馬洗淵） 印田 2 歩 吉兵衛 1（

189 中はた（中畑） 印田 12歩 喜兵衛 20

190 うすふち 印田 20歩 二郎兵衛 21

191 いゑノまへ（家の前） 印田 1 畝 （ 歩 喜兵衛 22

192 つち谷（土谷） 印田 1 畝 （ 歩半 六兵衛 23

193 つち谷（土谷） 印田 14歩 理兵衛 24

194 いゑノ下（家の下） 印田 6 歩半 喜兵衛 2（

195 ほんた（本田） 印田 1（歩 勘兵衛 26
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（ （ 号分） 
305 ほん田（本田） 印田 16歩半 4 升 4 合 善蔵 2（

256 本田 印田 2（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 2（ 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

295 成ル家上 印田 1 反 1 畝20歩 （ 斗 3 升 3 合 善蔵 2（

310 家ノ上 印田 20歩 （ 升 4 合 重兵衛 2（

311 家ノ上 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 重兵衛 2（

312 かんだい（神代） 印田 （ 歩 1 升 3 合 3 勺 重兵衛 30

＊322 屋敷 印田 1 歩半 4 合 忠左衛門 3 畝12歩半不足

282 うるしノ木 印田 1 畝 3 歩 （ 升 （ 合 市左衛門預り 32

259 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 33

313 明見（妙見） 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 清兵衛 33

306 明見（妙見） 印田 1 畝13歩 1 斗 1 升 （ 合 善蔵 34

257 明見 印田 6 畝10歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 3（

260 明見（妙見） 印田 2 畝10歩 1 斗 （ 升 （ 合 市左衛門 36

283 成坂 印田 1（歩 4 升 （ 合 市左衛門預り 3（

314 成ル坂 印田 2（歩 （ 升 2 合 次兵衛 3（

296 鴬谷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 2 合 善蔵 40

298 鴬谷 印田 1（歩 4 升 （ 合 善蔵 41

315 鴬谷 印田 2 畝21歩 2 斗 1 升 6 合 次兵衛 41

＊264 笹原 印田 3 畝20歩半 3 斗 （ 合 市左衛門 42 4 歩不足

262 笹原 印田 2 畝 1 斗 6 升 市左衛門 43

261 笹原 印田 22歩 （ 斗 （ 合 市左衛門 44

271 笹原 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 平助 4（

307 笹原 印田 1 畝20歩半 1 斗 3 斗 （ 合 善蔵 4（

321 笹原 印田 1 畝 （ 歩 （ 升 3 合 国八 4（

＊251 土橋 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 46 半不足

＊285 つちばし（土橋） 印田 4 歩 1 升 市左衛門預り 1 畝10歩半不足

267 むかい 印田 （ 歩 2 斗 1 升 3 勺 市左衛門 4（

253 家廻り 印田 1 畝 4 歩半 （ 升 2 合 市左衛門 4（

244 家廻り 印田 1 畝20歩 1 斗 3 升 3 合 庄右衛門 （0

276 家廻り 印田 10歩 2 升 （ 合 幸右衛門 （0

273 赤坂 印田 2 畝半 1 斗 6 升 1 合 幸右衛門 （1

277 赤坂 印田 2 畝14歩半 2 升 （ 合 幸右衛門 （1

245 古屋敷 印田 2 畝 2 歩 1 斗 2 升 （ 合 庄右衛門 （2

292 古屋敷 印田 1 畝 （ 升 平左夫 （2

248 木地屋敷 印田 2 畝2（歩 2 斗 3 升 （ 合 庄右衛門 （3

279 木地屋敷 印田 3 歩 （ 合 幸右衛門 （3

302 こがやの 印田 2（歩 （ 升 2 合 善蔵 （4

246 上段原 印田 （ 畝21歩 1 斗 （ 升 6 合 庄右衛門 （（

247 下段原 印田 1 反 6 畝1（歩 1 石 3 斗 2 升 庄右衛門 （6

294 ぢや谷（蛇谷） 印田 1 畝11歩 1 升 （ 合 万右衛門 （（
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 （ 6 号分）

196 ほんた（本田） 印田 16歩半 左ニ兵衛 2（

197 ほんた（本田） 印田 1 畝 2 歩 勘兵衛 2（

198 いゑノそち　　 印田 1 反 3 畝2（歩 左ニ兵衛 2（

199 かんだひ（神代） 印田 （ 歩 左ニ兵衛 30

200 木地やしき（木地屋敷） 印田 3 畝14歩 又兵衛 31

201 うるし木の 印田 1 畝 3 歩 又兵衛 32

202 妙見 印田 3 畝2（歩 市介 33

203 妙見 印田 1 畝13歩 左ニ兵衛 34

204 妙見 印田 6 畝10歩 勘兵衛 3（

205 妙見 印田 2 畝10歩 次郎兵衛 36

206 ふるいわ 印田 1 畝22歩半 次郎兵衛 3（

207 なる坂（成ル坂） 印田 1（歩 次郎兵衛 3（

208 なる坂（成ル坂） 印田 2（歩 吉兵衛 3（

209 うぐいす谷（鴬谷） 印田 2 畝2（歩 喜兵衛 40

210 うぐいす谷（鴬谷） 印田 3 畝 （ 歩 吉兵衛 41

211 篠原 印田 3 畝24歩半 喜兵衛 42

212 篠原 印田 2 畝 次郎兵衛 43

213 篠原 印田 22歩 次郎兵衛 44

214 篠原 印田 4 畝1（歩半 左ニ兵衛 4（

215 つちはし（土橋） 印田 1 畝1（歩半 加兵衛 46

216 つちはし（土橋） 印田 1 畝14歩半 判六 4（

217 むかい 印田 （ 歩 判六 4（

218 いゑのまハり（家の廻り） 印田 1 畝 4 歩半 判六 4（

219 いゑのまハり（家の廻り） 印田 2 畝 作兵衛 （0

220 あか坂（赤坂） 印田 4 畝1（歩 作兵衛 （1

221 ふるやしき（古屋敷） 印田 3 畝 2 歩 作兵衛 （2

222 木地やしき（木地屋敷） 印田 3 畝 1 歩 作兵衛 （3

223 こかやの 印田 2（歩 作兵衛 （4

224 上段原 印田 （ 畝21歩 作兵衛 （（

225 下段原 印田 1 反 6 畝1（歩 作兵衛 （6

226 蛇谷 印田 1 畝11歩 作兵衛 （（
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（ （ 号分） 
274 上向 印田 （ 畝 4 歩半 4 斗 1 斗 2 合 幸右衛門 （（

275 下向 印田 2（歩 6 升 （ 合 幸右衛門 （（

254 清水田 印田 （ 畝11歩 4 斗 2 升 （ 合 市左衛門 60

255 清水田 印田 3 畝12歩 2 斗 （ 升 2 合 市左衛門 60

272 清水田 印田 1 反 （ 斗 平兵衛 60

269 清水田したノ段 印田 4 畝1（歩 3 斗 6 升 平助 61

270 清水田 印田 4 畝24歩 3 斗 （ 升 4 合 平助 62

287 ちや谷（蛇谷） 印田 3 畝14歩 2 斗 （ 升 （ 合 重左衛門 63

288 うね田 印田 （ 歩半 2 升 重左衛門 64

289 うね田 印田 1 畝 1 歩半 重左衛門 64 午ノ流荒物成ニ引

290 赤坂 印田 1 畝12歩 2 斗 2 升 3 合 重左衛門

250 栩木坂（栃木坂） 印田 2 畝13歩半 1 斗 （ 升 6 合 市左衛門 66

252 尾谷 印田 1 畝23歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 1 畝23歩

291 はしづめ（橋詰） 印田 （ 歩 2 升 4 合 磯右衛門 6（

293 はしづめ（橋詰） 印田 4 歩 1 合 （ 勺 利兵衛 6（ 午ノ流荒物成ニ引

252 尾谷 印田 4 畝 （ 歩
（ （ 畝2（歩） 4 斗 （ 升 4 合 市左衛門 6（ 6（、6（二筆〆

（ 畝2（歩内 4 畝 （ 歩

278 下段原 印田 1（歩 （ 升 1 合 幸右衛門 （0

280 下段原永川 印田 （ 歩半 2 升 （ 合 4 勺 幸右衛門 （0

合計 2 町 6 畝21歩半

（Ⅰ）
268 七筆〆 印田 （ 畝 6 歩半 6 斗 （ 升 6 合 庄左衛門 永川

午ノ流荒物成ニ引

（Ⅱ）
＊317 いゑノ下 印田 3 歩半 （ 合 3 勺 次兵衛 2（

1 歩半不足
＊320 家ノ下 印田 1 歩半 4 合 金右衛門 2（

＊322 屋敷 印田 1 歩半 4 合 忠左衛門 3 畝12歩半不足

＊264 笹原 印田 3 畝20歩半 3 斗 （ 合 市左衛門 42 4 歩不足

＊251 土橋 印田 1 畝1（歩 1 斗 2 升 （ 合 市左衛門 46 半不足

＊285 つちばし（土橋） 印田 4 歩 1 升 市左衛門預り 1 畝10歩半不足

合計 （ 畝1（歩 4 斗 6 升 3 勺 4 畝2（歩

（Ⅲ）
179 をち 印田 1 畝10歩 七右衛門後家 10

206 ふるいわ 印田 1 畝22歩半 次郎兵衛 3（

合計 3 畝 2 歩半

（Ⅳ）

256 本田 印田 1（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 26 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

256 本田 印田 2（歩
（ 1 畝14歩） 1 斗 1 升 （ 合 市左衛門 2（ 26、2（二筆〆

但し （ 歩不足

（ 畝 6 歩半（Ⅰ）＝ 4 畝2（歩（Ⅱ）＋ 3 畝 2 歩半（Ⅲ）＋ （ 歩（Ⅳ）
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 （ 6 号分）

227 上むかい 印田 （ 畝 4 歩半 作兵衛 （（

228 下むかい 印田 2（歩 作兵衛 （（

229 しみつ（清水） 印田 1 反 （ 畝23歩 判六 60

230 しみつ（清水） 印田 4 畝1（歩 判六 61

231 しみつ（清水） 印田 4 畝24歩 加兵衛 62

232 しや谷（蛇谷） 印田 3 畝14歩 左兵衛 63

233 うね田 印田 1 畝1（歩 左兵衛 64

234 あか坂（赤坂） 印田 1 畝12歩 左兵衛 6（

235 とちの木坂（栃木坂） 印田 2 畝13歩半 加兵衛 66

236 尾谷 印田 1 畝23歩 加兵衛 6（

237 はしつめ（橋詰） 印田 13歩 加兵衛 6（

238 尾谷 印田 4 畝 （ 歩 仁助 6（

239 下段原 印田 2（歩半 仁助 （0

合計 2 町 1 反 4 畝2（歩
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